
38 

I．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・当地では台風や雨による被害が全くなかったことも
あり、日本人観光客の入込が順調に伸びている。

○
商店街（代表
者）

販売量の動き ・青果物の動きが段々と活発化している。ただし、天
候不順の影響もあり、例年と比べると鈍化している。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・大手得意先の経営者から、最近は毎月、売上が前年
を上回っているとの話を聞いている。数店を経営して
いる会社であり、全店の売上が良いということから、
景気はやや良くなっている。

○

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・８月は気温の低い日が続いたことで夏物衣料が苦戦
したが、道内客や外国人観光客の来店が順調に伸び、
全体の来客数を押し上げた。また、秋物衣料の動きが
例年よりも早く、客単価の上昇に寄与している。

○

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・前年の悪天候と異常な低温と比べれば、今年の天候
は良かったことから、行楽需要、観光需要が盛り上
がった。また、有名バンドのコンサートがあったこと
で、ホテル、タクシーなどの観光関連も好調だった。

○
衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・夏が終わり、秋物の展開に向かうなか、先物の買上
が多く、好調に推移した。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・お盆明けから来客数や販売量が前年よりも上向いて
きている。３か月前より良くなってきている。

○
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・中国を始め、東南アジアからの団体旅行が好調であ
る。地元で開催されたスポーツイベントもプラスに作
用した。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・観光繁忙期を迎えて人の動きが活発になっている。
また、７月には２年半ぶりとなる海外航空会社の
チャーター便が就航しており、新しい需要が生じてい
ることもうかがえる。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・競合他社への流出は相変わらず多いものの、想定よ
りも新規加入が多く、解約も少なかった。

○

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・８月27日時点の利用乗降客数は前年比約109％と
なっている。当業種は天候に大きく左右される業態で
あり、８月は悪天候の日も多かったが、個人観光客が
目立つなど、まずまずの入込がみられた。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数が減少気味である。今年は天候が不順なた
め、天候に左右される日が多い。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子をみると、淡々と買物をしており、可も不
可もない状況にある。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月に入り、天候不順の影響で客足に見込みほどの
伸びがみられなかった。特に、当市最大の夏祭りの期
間中は、３日間の日程のうち２日間が降雨となり、多
くのイベントを中止せざるを得なかったことで来街者
数が減少し、例年と比較してやや落ち込みがみられ
た。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・天候がすっきりしないため、客の購買意欲に影響が
みられ、苦戦している。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・夏の観光シーズンのピークを過ぎたため、景気はや
や落ち着きをみせ始めている。ただ、国内客について
は、月末のスポーツイベント目的の客による購入がみ
られたことで売上がかなり増えたほか、外国人観光客
もＬＣＣの増加により微減で推移しているため、例年
ほどの落ち込みは生じていない。

□

百貨店（担当
者）

単価の動き ・来客数は前年と比べて安定しているものの、売上の
トレンドとしては若干のマイナス基調である。客単価
が低下していることが要因であり、主力のお中元ギフ
トも客単価が下がっている。

□
百貨店（役員） お客様の様子 ・買上客数は緩やかな減少を続けている一方で、買上

単価の変動が激しく、判断が悩ましい。

□

百貨店（営業販
促担当）

来客数の動き ・慢性的に来客数が減少している。お祭りの時期に降
雨があったことも影響しているが、６月からの長雨に
よる天候不順の影響で、天候が回復した際の揺り戻し
も少ない。ただし、観光客は外国人観光客も含めて増
加傾向にある。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・天候の影響もあるが、お盆期間でも不必要な物は買
わない傾向がみられたことから、客の節約志向は依然
として強いままである。

□

スーパー（役
員）

来客数の動き ・ここ数か月、来客数の減少を客単価の上昇でカバー
する状況が続いている。ただ、客単価の上昇について
は、平成30年７月豪雨などの影響で青果物の相場が高
いことも影響している。また、お盆の時期は年間を通
じて大きな商戦となるが、天候面で前年との大きな違
いがみられなかったにもかかわらず来客数が減少して
いることから、高齢化や少子化などの影響で帰省客の
動向にも大きな変化が生じていることがうかがえる。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数が若干の回復傾向にとどまっている一方で、
客単価が上昇していることから、売上は前年を維持で
きている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・観光客が増えているが、お盆時期の天候不順の影響
で見込みほど売上が伸びなかった。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・８月の来客数、売上は前年をやや下回った。お盆前
の夏物家電の需要も前年よりも少なかった。

□
乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・他社も含めて全体的に受注量の減少が続いている。
他地区と比較しても落ち込みが目立っており、全地区
の中で最下位の状況が続いている。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・来客数、販売量が増えてこない。今後に期待が持て
るような材料も見当たらない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・極端に販売量が下がることもないが、新型車が出た
割には販売量に伸びがみられなかった。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車種の発売が相次いでいる効果もあり、９月の決
算期に向けて最高の波が生じており、３か月前と同
様、好調に推移している。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油製品価格が安定しており、余り変化がみられな
い。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・８月下旬の週末２日間に大きなイベントがあり、当
地以外からの参加者があふれていた。それを期待して
企画を練り、準備を進めたことで、それなりの来客数
はあった。しかし、それ以外の日の売上は天候不順の
影響もあり、前年を少しずつ下回った。月全体の売上
は前年を８％下回り、平成28年３月の北海道新幹線開
業前の水準に落ち込んだ。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・昼食の売上は前年を上回ったが、夕食の売上が伸び
悩み、全体では前年並みとなった。夕食は気温の高
かった前半の売上が悪かったが、気温が落ち着いた後
半からは少し増えた。今年は契約産地や農家の収穫が
不安定であったことから、材料費が若干かさんだ。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・各種イベント、大会の効果で宿泊施設の稼働率が好
調を維持している。

□

タクシー運転手 販売量の動き ・８月は雨の日が多かったことから、例年よりもタク
シーの利用が多く、タクシー１台当たりの売上は前年
を８％上回った。ただし、タクシー適正化・活性化法
により前年から10％の減車を行っていることに加え
て、乗務員不足もあり、タクシーの稼働は前年よりも
少なく、会社全体の売上は前年を若干下回った。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・イベント関係の予約がやや良かった分、観光関係の

利用がマイナスとなった。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・８月は夏季の様々なイベントなどの影響もあり、３
か月前と比べて、稼働率が0.3％程度良かった。た
だ、あくまでも短期的な動きであり、環境の厳しさに
変化はない。秋に入ると観光客数も落ち込んでくるた
め、先行きの予想も付かない状況にある。

□
通信会社（社
員）

来客数の動き ・お盆などで集客アップが見込まれたが、天候不順の
影響もあり、期待したほどの伸びはみられなかった。

□

美容室（経営
者）

販売量の動き ・例年、お盆前が忙しい時期となるが、今年の売上は
前年を25％下回った。一方で８月後半が忙しく、売上
もばん回して、月全体では例年と同じような売上と
なった。

□

美容室（経営
者）

販売量の動き ・８月は売上が減少したが、天候不順などの影響が大
きいとみられる。ここ３か月、売上は前年比マイナス
５％程度で推移しており、景気の変動はそれほど感じ
られない。
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□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・繁忙期にもかかわらず今一つ売上が伸びてこなかっ
た。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームに来訪する客は以前
よりも減少傾向にある。一方で、来訪客の商談内容は
比較的濃く、成約率はそこそこ高い。

▲
百貨店（売場主
任）

単価の動き ・８月の客単価は前年比101.6％となっており、５～
７月の前年比104.4％と比べて低下している。

▲
スーパー（店
長）

それ以外 ・天候不順などの影響で売れるべき季節商材が苦戦し
ている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・お盆期間中であるにもかかわらず、８月も客の来店
動向が非常に悪く、この状況が今後も続くことを懸念
している。

▲
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・今夏の北海道は低温、多雨の日が多く、涼味商材の
動きが良くなかった。夏休みの行楽商材の動きも鈍
く、来客数も伸び悩んでいる。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・夏の繁忙期にもかかわらず来客数が減る一方であ
る。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の伸び率が悪化している。前年と比べて天候
が悪いため、夏型商材の動きも悪く、売上、利益共減
少している。夏場の来客数確保が年間を通しての利益
確保につながることから、景気はやや悪くなってい
る。

▲

自動車備品販売
店（店長）

競争相手の様子 ・前年は９～10月に冬タイヤの新商材発売や値上げの
動きがあったことで冬タイヤの動きが良かったが、今
年は競合店も含めて前年比80％台と苦戦している。さ
らに、今年は低価格タイヤの販売量が伸びている。

▲
その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・今年は北海道とは思えないような天候であり、過去
40年で経験がないほどの異常気象となっている。その
ことが客足にも影響した月であった。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・地元客の来店が減少している。

▲
タクシー運転手 販売量の動き ・酷暑の影響もあり、消費活動が低迷している。８月

は地元の祭りがあり、例年であれば年間で屈指の売上
となるが、今年は販売量が低下した。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・同業他社も含めて、全体的に稼働状況が前年と比べ

て落ちている。人口が減少していることに加えて、買
い控えの動きも影響している。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・お盆期間中の天候不順などの影響から、前年と比較
して輸送量が減少した。

▲
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・天候不順の影響で消費に盛り上がりがみられない。

×

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・国内客について、個人客、団体客共に来客数が減少
している。今夏の不振については、全国的な天候不順
の影響も考えられるが、要因が今一つはっきりしな
い。

×

タクシー運転手 販売量の動き ・４年に１度の大型のイベントがあり、大量の旅客を
輸送したにもかかわらず、売上は前年比マイナスで
あった。日常の輸送量が大きく落ち込んでいることを
実感している。

◎
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の５月の販売量は前年比プラス８％であっ
たが、８月の販売量は前年比プラス15％であった。

○
家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・北海道内では外国人観光客の増加により、観光地の
ホテル建設などに活況がみられ、それに伴う家具需要
が増加している。

○
建設業（役員） 受注量や販売量

の動き
・年度計画を上回る受注量が確保できており、工事進
捗に伴う出来高も順調に積み上がっている。

○
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・購買量が増加しており、今後の購入計画も好調なこ
とから、景気はやや良くなっている。

○
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・ベース商材の動きが良くなりだし、仕事量も前年並
みに出てきている。これからの時期についても期待が
高まる。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注が悪い状況は３か月前と変わらない。前年比で
５～10％のマイナスで推移している。

□

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・建設関係各社は最盛期を迎えている。ただし、自社
の受注容量を考慮する動きがみられることに加えて、
働き方改革の影響もあり、新規受注には消極的になっ
ている。

企業
動向
関連

(北海道)



41 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・夏場の繁忙期を迎えて貨物量が増えているものの、
人手不足から余計なコストが発生しており、貨物量と
利益が比例していない状況にある。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・高温、多雨による天候不順の影響が幅広い業種でみ
られるが、景気を変動させるまでのものではなく、道
内景気は３か月前と比べて横ばいでの推移となってい
る。

□
司法書士 取引先の様子 ・少子高齢化や大都市一極集中による地方都市の人口

減少により、土地取引や建物の建築などの不動産取引
が低迷している。

□
司法書士 取引先の様子 ・例年に比べて不動産の売買、建物の新増改築工事が

少ない。

□

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず人員の確保が難しく、受注量を増やせな
い状況にある。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上が前年並みに落ち着いており、ここ２～３か月
と同様の状況で推移している。

▲
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・先行きの景況感に対して慎重な発言をする取引先が
増加している。

▲

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引の成約が減少している。依然として景気
回復の兆しがないことに加えて、天候不順により野菜
などの価格が上昇していることで家計に余裕が感じら
れず、高額な土地購入や建物新築などに対する機運が
高まってこない。

× － － －
◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人依頼が旺盛であり、求人数は増加傾向を維持し
ている。ただし、中小企業においては求人誌に掲載し
ても応募がないなど、苦戦している。また、当社が３
年前から手掛けている外国人大学生のインターンシッ
プについても今夏は前年比で２割増しの状況にあるこ
とから、企業の人材ニーズは依然として高いことがう
かがえる。販売などの短期間の派遣ニーズも増えてい
るが、労働者派遣法の改正に伴い、派遣前に登録者か
ら受領する書類の回収に時間が掛かるようになってお
り、求職者の派遣就労の機会損失につながるケースが
生じている。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・大型店の売上や新車の販売台数などの動きが堅調に
推移しており、それに伴い雇用情勢もやや良くなって
いる。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求職者数の動き ・Ｗｅｂ情報も含めて求人広告への反応が鈍く、客先
を始め会社の人材確保が厳しさを増している。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・中国系だけでなく、タイやベトナムなどの観光客が
増加していることで、外国人観光客対応の業界からの
募集が増えている。また、医療介護などの求人も堅調
であり、合同説明会や紹介などでの採用が増えてきて
いる。ただ、全般的に求人数は減少している。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・ここ２か月間の求人広告の件数が前年と比較してや
や減少している。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・全国規模の大手企業については業績が良さそうな雰
囲気がある。一方、地場の卸小売業や飲食業について
は、業績が良いところと悪いところの差がはっきりと
してきている。外国人観光客に対応できている企業は
業績も良いようである。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数が２か月連続で前年を上回り、月間
有効求職者数が６年９か月連続で前年を下回ったこと
から、有効求人倍率は1.06倍と前年を８年５か月連続
で上回った。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・７月の有効求人倍率は1.14倍であり、前年を0.13ポ
イント上回り、引き続き高い水準で推移している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・小売業の大口更新求人などにより、有効求人が２か
月ぶりに増加し、ほぼ前年並みとなった。

□

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・2019年新卒者の採用に当たって、どこの企業も採用
予定枠や採用に係る予算を増やしたままであるが、例
年８～９月は学生の動きが止まるため、10月までは企
業動向にも学生動向にも変化がみられない。

▲ ＊ ＊ ＊

雇用
関連

(北海道)
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× － － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・夏の最盛期であり年間最大の稼ぎ時であるが、今年
は気温も高く天候にも恵まれたため、前年を上回るこ
とができている。また、祭りや観光に訪れる外国人観
光客の影響もあるとみている。

○

百貨店（売場主
任）

それ以外 ・全体的に客の購買力や生活防衛意識に大きな変化は
ない。依然として衣料品、ファッション関連商材の動
きは厳しいものの、化粧品が継続して堅調なほか、美
術品、宝飾品などの高額商材の動きが良く、売上が上
向いている。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・７月中旬から、天候に恵まれており、来客数が前期
比で回復している。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・５月に90.4％であった売上の前年比が月を追うごと
に改善しており、８月は99.6％と100％に近い状態と
なっている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・猛暑の影響もあり、水を求めての来客が目立ってい
る。サラリーマンにはアイスコーヒーが、家族連れや
女性には純粋に水系の商品が売れている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月は天候が良く、冷たいものがかなり動いたた
め、良くなっている。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・夏の気温上昇もあるが、ワンブランドとなったこと
による好影響がみられている。また、競合他社の出店
があるなか、他社閉店の影響で来客数が増加している
店舗も見受けられており、全体としては以前と比べて
やや上向きとなっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・この夏の酷暑により、飲料及びアイス類の売上が増
加している。ただし、全体的な売上の動きとしては、
個人消費の急激な上昇とはなっていない。

○

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・月の前半は苦戦したものの、お盆以降の来客数は順
調に推移している。また、前年よりも気温が高く夏物
需要をけん引している。今年のお盆は休みが取りやす
い人と取りにくい人に分かれたのか、余り遠出をせず
に国内での消費に向かっている。そのため、スーツな
ども購入されているように見受けられる。

○

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・地元の大きな祭りやお盆により今月中旬までは動き
が鈍かったものの、20日以降から動きが出始めてい
る。９月の需要期後半に向けて、一気に波に乗りた
い。

○
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・８月はお盆のため仏事の小物が多く売れると期待し
ていたとおり、前半の売上は好調だったものの、お盆
以降はぴたっと止まっている。

○
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・購入客数は増加しているものの、客単価の低下が大
きく、売上は微減となっている。

○
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・通常であれば暑いと余り売れない商材であるが、景
気が良くなっているのか、猛暑にもかかわらず客単価
が非常に伸びている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・月前半の天候が良かったこともあり、個人消費が比
較的伸びている。

○
競艇場（職員） 来客数の動き ・イベント実施などの販売促進活動による効果か、こ

こ最近で一番良い来客数となっている。

○
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・引き合い件数、受注件数共に増加している。また、
受注単価も高水準を維持している。

○

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・客からの業務発注や見積依頼、問合せなどが増えて
いる。震災後、建設コストの高騰から事業を見合わせ
ていた事業者が、東京オリンピック関係工事の最盛期
を過ぎてもコストがなかなか下落しないことから、事
業を実施したほうが優位と判断し計画を進めようとし
ているのではないか。

○
その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・工事の問合せは前月より減少しているが、増改築な
どの大型工事により売上が増えている。

家計
動向
関連

(東北)
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□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・猛暑続きで客足が遠のいていたところに、よりにも
よって地元の大きな祭りの開催期間中はずっと天候に
恵まれなかった。道路中央部にアーケードのない商店
街では、来街客が激減状態となっている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・好天の日が続いているが、ここにきて夏物商材の動
きが鈍くなり、更に秋物商材が動かないという中途半
端な状況になっている。飲食に関しては相変わらず変
化はないが、順調に推移している。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・異常な暑さと天候不順は、直接日々の来客数に反映
されている。

□

一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・基本的に消費マインドがなかなか持ち上がっていな
い。必要なものに対しては引き続き堅調に推移してい
るが、何となく生活の価値観を感じない消費動向であ
るので、売る側は消費者のモチベーションづくりに苦
労している。

□
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・売上自体は前年を３％上回っているものの、来客数
は前年比95～96％となっている。景気としては悪くな
いが来客数の減少が気に掛かる。

□

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・今年の夏は猛暑に加えてゲリラ豪雨も少なかったた
め、飲食店への販売量が良い状態である。その反面、
お中元ギフトが伸び悩んでおり、全体的に販売量も予
算も減少傾向となっている。特に一般消費者はその傾
向が顕著であり、今年はお中元を控えるという話も聞
こえている。

□
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・今月は初盆のお返しなどのギフト関係が動いたが、
粗利の出る商品は相変わらず動いていないため、厳し
い状況が続いている。

□
一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・低額商材の販売が厳しい状況が続いているものの、
高額商材の動きが良く売上を確保している。

□
百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・販売量や売上に変化がない。

□
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・夏物商戦とお中元ギフト商戦に大きなトレンドの変
化はなく、３か月前と比べても大きな変化はない。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前年と比較して売上の推移に変化がない。

□

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・来客数は減少しているものの、高額商材が堅調に推
移しているため、客単価は向上している。ただし、中
盤以降秋物へと切り替わる衣料品については、気温が
高く動きが鈍い。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・暑さの影響か、農産品、畜産品の品質が低下してお
り、高価格が続いたにもかかわらず、８月の平均１品
単価は１％強の前年割れとなっている。来客数の動き
も鈍く、購入点数の動きも前月同様の推移であり、全
体としての消費の傾向に変化はない。

□

スーパー（営業
担当）

お客様の様子 ・７～８月は異常な暑さが続いたため、飲料水、アイ
ス、麺類などの売上が好調に推移している。ただし、
これは天候によるものであり景気や競合店の状況は変
わっておらず、来客数の前年比は98％台と低調に推移
している。

□

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・８月の前半は天候が悪かったものの、全体的に前年
よりも暑い日が続いているため、飲料やアイスなどの
冷たいものが売れている。その分の来客数が上乗せさ
れているため悪い数字ではないが、景気の動きによる
ものではない。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・夏物のファイナルセールや、ポイントアップの販売
促進策により、売上が前年より５％伸びている。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・お中元商戦が終了し、地元の祭りも例年より来客数
が減少している。地元の被害は少ないが、台風や豪雨
の被害にあった地方では観光どころではないのか、土
産品の売上に多少響いている。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・猛暑の影響で夏物商材の動きが良い反面、秋物商材
が立ち遅れており、更にビジネス衣料も盛り上がって
いないため、結果としてプラスマイナスゼロの状態で
ある。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・サマーフォーマルについては好調に推移している
が、その他のビジネス衣料品は相変わらず苦戦してお
り、動きが鈍い状態が続いている。

□
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・猛暑などの天候要因も影響しているのか、来客数が
減少しており、売上に影響している。
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□

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・夏の暑さの影響で、引き続き扇風機、エアコンなど
の冷房関係のものが売れている。映像商材も、有機Ｅ
Ｌテレビなどの高単価なものも売れているが、安い液
晶テレビも引き続き順調に売れるなど、両極端な動き
がみられている。白物家電は買換え需要を中心に動い
ており、単価は前年並みとなっている。

□

家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・猛暑により夏物商材の販売が好調である反面、期待
していた４Ｋテレビの売行きは余り芳しくない。高付
加価値の有機ＥＬテレビなども、良い商品が出てきて
いるにもかかわらず、伸び悩んでいる。販売量が増え
ないということで、年末からの４Ｋ放送がどうなるの
か懸念が残る。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・全体的に車の販売量が伸びていない状況が続いてい
る。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・数か月前と比べて、客の動きに変化がない。

□

乗用車販売店
（本部）

単価の動き ・新型車の効果が大きく、販売量はある程度好調に推
移している。ただし、既販車種の状況は芳しくない。
中古車販売は順調な伸びを示しているものの、価格帯
が低いため利益にはつながりにくい。そのため、全体
的に大きな変化はみられていない。

□
自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・受注量の動きに変化がない。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・酷暑のため、飲食店は一部を除いてやや苦しい状況
である。お盆は思ったよりも商品が動いたが、量販店
なども単価が上がっているため、客の動きがどうなる
か予断を許さない状況が続いている。

□

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・８月は観光や帰省のシーズンであるが、前月のお中
元同様に消費者の財布のひもは固い様子である。し好
品やぜいたく品に分類される食品にとって厳しい夏と
なっている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・猛暑の影響で灯油、軽油の販売量が減ってきてい
る。価格は落ち着いているものの、需要減少が効いて
いる。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・猛暑の影響で需要が増えると期待したが、燃料油単
価の高止まりにより、販売量は増えていない。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・８月はお盆の帰省もあり、来客数は例年と同様の数
字となっているものの、県外からの客と地元客では客
単価に開きが出ている。収入の差というよりは地元に
元気がないことが原因ではないか。今後の経済の動き
がつかめないため、節約モードに入っている消費者が
多いとみている。

□

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・景気はここ数か月変わらず良くない状態が続いてい
る。前年同月は高校生の大会などで来客数が増えた
が、今年はその分がマイナスになり、一昨年と同じ状
況となっている。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・夏休みということもあり、来客数は例年並みとなっ
ているものの、上向くまでには至っていない。

□

観光型旅館（ス
タッフ）

販売量の動き ・宿泊単価を下げたり、飲物付きの販売を行ったりし
ても、状況に改善の兆しがみられていない。また、大
雨などの自然災害の影響でキャンセルも発生してい
る。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・８月は当県もかなり暑かったが、他県と比較すれば
比較的安定した暑さである。爆発的な人出はなかった
ものの、ある程度の行楽客が来県しており、宿泊及び
同窓会などの宴会が前年を上回っている。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・団体利用があるため、宿泊は前年並みに推移してい
る。一般宴会は納涼会などの利用で前年並みであり、
レストランでは個室利用も多い。ただし、婚礼部門は
マイナスである。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・旅行業界は夏の繁忙期を迎えているが、２～３か月
前と比較してもそれほど大きな変化がなく、通常どお
りの繁忙期の動きとなっている。
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□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・８月はお盆需要などがあるが、帰省客が前年よりも
少ない様子である。また、地方の観光地も観光客が減
少しており、お盆期間中にもかかわらず、空室状況と
料金設定が通常どおりとなっている。猛暑の影響で外
出が控えられている印象であり、前月と変わらない景
況感である。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・猛暑の影響で一部家電メーカーの景気は良いもの
の、その他の業種ではさえない状況にある。そのた
め、全体的には横ばい傾向が続いている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に変化がみられていない。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・12月開始のＢＳ４Ｋ８Ｋ放送に向けて、新たなサー
ビスメニューの展開を進めているが、４Ｋテレビや４
Ｋチューナーへの興味をもっている客がまだ少ない。
猛暑続きに客の購買意欲も夏休み状態になっている。
ただし、家電メーカーを中心に広告展開が進んでくれ
ば、客の取り込みも期待できる。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新製品が売れない。コスト削減の話ばかりである。

□

観光名所（職
員）

販売量の動き ・繁忙期である８月上旬～お盆期間中の天候に恵まれ
ず、船が出港できないことで、キャンセルが相次いで
いる。そのため、景気の判断をしかねる月となってい
る。

□
遊園地（経営
者）

来客数の動き ・猛暑や雨などの激しい天候の変化に影響されたもの
の、お盆の曜日配列に助けられて、36日間の連続降雨
にたたられた前年よりは回復している。

□
美容室（経営
者）

単価の動き ・客単価は前年比がほぼ横ばいで推移している。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・消費税の引上げを意識する客が多くなってきてお
り、確実に受注量が増えている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・猛暑の影響により来街者数の前年比が減少してい
る。夏の大型イベントは例年並みの人出であったもの
の、雨の影響を受けて飲食販売が伸び悩んでいる。

▲
百貨店（買付担
当）

来客数の動き ・天候が要因なのか、来客数の減少が目立っている。
また、クリアランスセールの最終消化も今一つであ
る。

▲

スーパー（営業
担当）

お客様の様子 ・お盆を含めても購入点数の動きが鈍くなっている。
また、販売促進策やクーポンを前年以上に強化したに
もかかわらず、８月の来客数は前年比99.6％と僅かに
前年を下回っている。また、購入点数が増えないた
め、客単価も前年比100.8％と伸び切れていない。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・酷暑の影響でソフトドリンクやアイスクリームの販
売量が伸びたものの、来客数の減少により売上は前年
を下回っている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の前年比が３ポイント減少している。カウン
ター商材のコーヒーや揚げ物の不振が影響しており、
厳しい状況である。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・全国に比べて、地域市場の前年比の見劣りが大き
い。

▲
住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少している。商店街で外国人観光客が目
に付くようになったものの、売上にはなかなか結び付
いていない。

▲

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・夏物の動きはほぼ終わっている。今年の猛暑で多少
は有用性が認識されたとみているが、ファン付きの作
業服は東北ではなかなか浸透せずに苦戦している。東
北の人々の我慢強さに驚いている。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・猛暑の影響なのかは判断が難しいが、来客数が減少
している。夏休みなどもあり観光客を見込んでいた
が、かなり低調に推移している。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・猛暑の影響かレストランの来客数が減少している。
また、宿泊数、法人関連の宴会数も前年を下回ってい
る。

▲
旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・国内の団体旅行が減少している。また、個人旅行は
国内、海外共に予約数が減少しており、いずれも前年
比80％となっている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・先行予約の前年比が芳しくない状況である。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・８月は猛暑の影響により、最低限の来客数となって
いる。
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×

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・地元の大きな祭りにおいて、前夜祭～最終日まで雨
が降って人が集まらなかった。また、その後は暑く
なったものの、月末になって再び雨が続き、来客数が
前年比で15％ほど落ちている。

×

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数は３か月前と比較して更に減少しており、客
単価も良くない。８月の来客数や売上としては、震災
直後や消費税率８％への引上げ後の８月よりも悪く、
ここ数十年の中でも最も悪い数字となっている。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・同業者の食品スーパーのみならず、ドラッグストア
もオーバーストア化しており、デフレ価格で客に対応
している。このようなことが常態化している。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・夏物の動きも鈍く、客は秋物を楽しみにしている
が、まだ入荷がされていない。また、お盆で落ち着か
ず、来客数も少ない状態である。

×

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・受注生産のため、今の納品は以前に受注したもので
ある。新たな受注活動により今月も受注は確保してい
るが競争が激しく、物件数はあるものの単価が厳しい
状況である。

×
高級レストラン
（経営者）

販売量の動き ・猛暑の影響で非常に良くない状況である。ただし、
今回の猛暑という一過性の問題だけではなく、やはり
経済がうまくいっていないのではないか。

×
一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・同業者からも現状が良くないという話を聞いてい
る。当店だけではなく地元の同業者全てが悪い様子で
あり、景気は下向きとなっている。

×
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・個人客の動きが悪い。

◎ － － －

○
出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は10％ほど下回っていた売上の前年同月比
が、今月は前年並みに回復してきている。

○
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・新規の引き合いが増加していることに加えて、多少
価格が高くても構わないと強く依頼を受けることが増
えている。

○
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・大型公共工事などの受注により、景気は拡大傾向に
ある。

○
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・今月から新規案件の取扱いが開始されたため、好調
である。

○
広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・注文数の動きに伸びがみられている。

○ 司法書士 取引先の様子 ・取引先の不動産業者では、仕入れが意欲的である。

○

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・天候が前年と比べて良いため、天候に左右される商
品の動きが非常に良い。これも景気が良くなっている
ことで販売につながっているのではないかとみてい
る。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量が前年比95％と、前年割れが続く悪い状況に
変化はない。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・飲食店は景気が悪い様子であり、建設関係も発注が
減っている。

□
電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・大きな状況の変化はなく、春先からの開発計画どお
りに推移している。

□
建設業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・手持ち工事の繁忙度の高い状態が続いている。

□
輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・主要荷主の操業体制の一部変更が予定されている。
計画どおりに進むかどうかにかかっているため、先行
きの見通しが立てにくい。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・新規客も既存客も反応が厳しく、対応には限界があ
る。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・設備投資より経費削減に重きが置かれている。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・住宅の着工戸数は順調であるが、その他に大きな変
化はない。

□
広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・流通、エネルギー、不動産などの主力広告主に目
立った動きがなく、広告出稿に突出した業種も乏しい
ため、横ばいの状態が続いている。

□
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お盆時期の需要に期待したが、期待外れに終わって
いる。

企業
動向
関連

(東北)
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□
その他企業［企
画業］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・定期的な受注以外の新規案件が少なく、景気が良い
とはいえない。得意先は予算に縛られており、その予
算額は前年並みである。

▲

農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・５～７月はほとんど雨が降らずに干ばつ状態であっ
たため、最盛期の桃は小玉で例年より２ランクも小さ
い。また、収穫も農協の取扱いが前年の６割となって
いる。

▲
農林水産業（従
業者）

それ以外 ・８月初旬の豪雨により、転作作物であるそばが水没
して発芽できず、収穫が見込めない状況が散見されて
いる。

▲

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・地元の祭りは、開催期間に雨が続いたことと、曜日
まわりも悪かったため、土産品はかなり苦戦した。そ
の後のお盆の帰省は長期休みの人が多かったのか好調
であったが、休み明けは動きが悪くなり、月全体とし
ては大きくマイナスになる見込みである。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・全国的なスポーツ大会のあった前年と比較して、売
上が８％以上減少している。また、一昨年と比較して
も２～３％の減少である。

▲

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・輸入製品の大量入荷による競合が激しかった前年と
の比較ではあるが、第１四半期は前年比プラスで推移
していた。しかし、７～８月は受注が鈍化しており、
前年を下回るなど、住宅着工関連にやや陰りがみえ始
めている。

▲
窯業・土石製品
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・出荷量は前年比95％程度の減少傾向が続いている。
また、原材料の値上げや運搬コストの増加がみられて
いる。

▲
金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・各種小売業態の販売状況は横ばいながら、自動車販
売台数は数か月連続で前年割れとなっている。

▲
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・老舗かまぼこ屋の包装紙の出荷率が落ちている。

▲
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・最近は天候異変による影響が大きく、地元の祭りも
開催期間中の３日間は連続して強い雨に見舞われてい
る。

▲
公認会計士 取引先の様子 ・建設関係はまだ利益を計上している企業が多いが、

小売業関係は売上、利益共に減少幅が大きくなってい
る。

▲
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・売上、粗利共に数％落ち込んでいる状態が続いてい
る。販売に関する活動量はさほど落ち込んでいない
が、商談に結び付かないケースが多い。

×
通信業（営業担
当）

それ以外 ・官房長官の発言により株価が下がっている。また、
その発言を受けて電話料金が高いという客が増えてい
る。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・改正労働契約法と改正労働者派遣法による直接雇用
促進により、有料紹介手数料が大幅に増加している。
その分の派遣取引については消失したものの、新規の
大口案件により十分にカバーできている。一過性のす
う勢ではあるが、３か月前にはない傾向である。

○

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・採用数が堅調に推移している背景に、求人数及び求
人社数の増加がある。多種多様な求人が増えること
で、求職者の希望を満たす求人が増え、結果的に採用
数が増えるという流れになっている。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・県内において、半導体や自動車関連の企業集積が加
速している。

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・人手不足も要因であるが、給与の増額などの処遇改
善の動きが高まっている。

○
民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・求人への応募がかなり増えている。

□
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・なかなか採用のできない企業が、ホームページ、Ｓ
ＮＳ、パンフレットなどの採用に関わるツールに金を
掛けて活動している状況が続いている。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・派遣登録者の伸びが前年と比較して変わらない状態
が続いている。また、求人とのミスマッチも多い。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人状況に大きな変化はない。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・企業のニーズは高まってきているが、依然として求
職者の動きは低調であり、マッチングに苦戦してい
る。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者の状況に大きな変化はなく、企業の求人につ
いても増員の要請はない。

雇用
関連

(東北)
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□
職業安定所（職
員）

それ以外 ・求人数は増加しているが、一方で新規求職者につい
ても微増傾向にある。また、ここ１～２か月の間に10
～30人未満の雇用調整が３件ほど発生している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数は３か月前と比較して2.5％減少し
ているものの、例年の動きと同様であり、景況感に大
きな変化はみられていない。

▲
アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・８月は例年売上が落ちる時期であるが、今年は例年
以上に落ち込んでいる。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数をみる限り地元は伸びておらず、景気上昇感
は余りみられていない。一部の地域は雇用機会が増え
てそれなりの伸びをみせているが、それ以外の地域は
慢性的な人手不足のため格差が開く一方である。特に
復興の担い手であった物流を中心に、運転手などの人
手が不足しているという声が高まっている。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・平成24年４月～平成30年４月まで連続して5,000人
を超えていた月間有効求人数は、５月以降5,000人を
下回っている。３か月前と比較すると6.8％減少、前
年同月と比較しても7.5％減少している。また、新規
求人数を産業別でみると、医療、福祉は前年同月と比
較して増加しているが、建設業、製造業、サービス
業、卸売業、小売業は減少していることから、景気は
やや悪いと判断している。

× － － －

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・夏休みということもあり、子供連れの客が多い。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・今月は猛暑が続いたお陰で、アイスクリーム、ドリ
ンク、冷たいそば等が大きく伸びて、売上、販売量が
増えている。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数は微減で、前年比マイナス１％である。単価
は微増で同比プラス３％と、全体的には落ちていない
が、来客数減の今後への影響が心配である。連日の暑
さもあり、飲料、弁当等の売上が好調である。

○

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・季節商材が好調に推移している。エアコンが前年比
170％、扇風機も同比150％、冷蔵庫は同比130％と売
れている。同時に、映像関連も120％で稼働してい
る。

○

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・８月ということで、当店は観光地を控えているた
め、帰省客、観光で来て途中で車が故障した客等、い
ろいろな条件が重なり、来客数が極端に多い。もちろ
んそのお陰で、修理、小物販売、中古車販売が８月と
してはかなり良い月となっている。

○

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

お客様の様子 ・取引条件の見直しで、値上げを受けてくれる取引先
が増えている。直接は人件費や食材費の上昇を踏まえ
てだが、委託先の業績が良いことが背景にあると思わ
れる。

○
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・全体的には、デスティネーションキャンペーンの終
了や観光商材が出きったこともあり、客の流れは他地
域へ向いている。

○

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・今月は運営する各ホテルで、地域イベントなどもあ
り、高稼働日が何日かあって、全体的に稼働率は良く
なっている。３か月前と比べて、販売も良い。例年、
連休時の稼働率はどうかというところだが、今年はそ
こも含めて、稼働率は良かったとみている。

○

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・宿泊部門は、高単価、高稼働で好調に推移してい
る。料飲部門は、団体朝夕食は好調なものの、宴会は
苦戦している。トータルで判断すると、やや良いと
いったところである。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・連日の暑さのせいだとみているが、利用客が増えて
いる。乗務員不足のため稼働台数が少なく、毎日では
ないものの、午前中の駅前で利用客が並んでいる。相
変わらず、午後～夜、深夜は、人通りがなくなる。

○
通信会社（局
長）

販売量の動き ・客からの加入問合せや契約数が伸びている。単純
に、景気が上向きと考えるのはどうかと思うが、販売
量は伸びている。

家計
動向
関連

(北関東)
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○

ゴルフ場（総務
担当）

来客数の動き ・今月の来場者数は前年比プラス335名と、数年ぶり
に4,000名を超える見込みである。４～８月見込みで
も、過去４年間で最高の来場者数18,000名となってい
る。

○
設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・公共工事の入札件数が一時期より増えている。建設
関連は、仕事が増えているようである。

□

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・今月も暑さの連続で、クーラーによる電気使用量の
増加が負担となっており、その影響は食品にも及んで
いる。また、食品自体も値上がりしているので、客の
買い控えが見受けられる。大型店でも買物袋は小さめ
である。

□
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・夏の暑さで一時的に販売は伸びたが、今後、良くな
る気配はない。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・猛暑による来客数減を考慮しても、厳しい状況に変
わりはない。ファッション商材も晩夏、初秋物の動き
もみられず、依然として苦戦を強いられている。

□

百貨店（副店
長）

販売量の動き ・８月に入り猛暑の影響もあって、来客数が前年より
は増えているものの、これまでの推移からは伸びが低
下している。それに伴って、売上も若干伸び悩んでい
る。

□ 百貨店（店長） 来客数の動き ・来客数は微増であるが、買上客数は微減である。

□

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・店全体の売上は前年実績をクリアしており、今月も
来客数と共に、数字は良い。ただ、猛暑の影響もあ
り、衣料品のみ、売上が前年を下回っており、この点
が少し気になる。

□

スーパー（商品
部担当）

販売量の動き ・イベントや特売価格の強化などにより集客は維持で
きているものの、客単価の落ち込みは回復しない傾向
が続いている。特に、生鮮系の売上苦戦は変わらな
い。

□
乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・客が来店しても、修理価格が高いので修理しないと
言っている。今までそんなことはなかったが、値段に
応じた修理をしている。

□

自動車備品販売
店（経営者）

単価の動き ・３か月前と比べると余り良くないが、例年の８月か
らみるとそれほど悪くはない。販売も新車等の動きが
少し目立っていて、客も少し動いている感じがする。
ただ、身近なスーパーなどの購買についての話を聞く
と、余り動いてはいないようである。

□
住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・猛暑、台風など来客数を押し下げる要因が重なり、
減少幅が大きい。消費マインドは依然として低いた
め、マイナス要素に拍車が掛かっている。

□

その他専門店
［靴小売業］
（経営者）

単価の動き ・今月も異常気象で、メインターゲットである50歳以
上の行動が鈍かった。夏物商材のセールは良かった
が、単価を少し下げたことが売れた原因かもしれな
い。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・夏休みは猛暑のため、クールシェアを来店動機とし
た客の入館がみられた。涼みに来て、アミューズメン
ト施設で遊び、飲食店で大いに食べてもらうことで、
当該業種の実績は好調に推移している。半面、来客数
は増えたが、物を買わない傾向はより顕著になってい
る。特に、アパレル業種は顕著で、様々な対策を実施
したが、結果には結び付かない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・酷暑が続いたため、来客数が減っている。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・お盆休みを取ったが、客入りや来客数はほとんど変
わらない。

□

都市型ホテル
（営業）

来客数の動き ・宿泊は稼働率が90％を確保し、売上も目標を超えて
好調であるが、宴会予約の達成率は80％くらいで、全
体的に目標達成しているものの、経営的には厳しい状
況にある。

□

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・秋以降の旅行商品価格は、前年より上昇しているも
のが多い。客も即時申込みをちゅうちょするケースが
みられる。特に、都市部ホテルの宿泊単価の上昇が目
立つ。

□ 競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価にそれほど変化がみられない。

□
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・客からの問合せ件数が、ここ数か月で増加してい
る。成約率も上がっている。
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□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・事務所関係のテナントは、問合せ、引き合い共に、
さっぱりない。ただ、飲食店関係は、ちらほらと引き
合いがある。アパート、マンション等も、空室がまだ
結構目立っている。土地もこれといった良い物件がな
いので、引き合いもない。あったとしても金額が安
く、値段交渉で秋になってしまう。

▲
一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・毎月同様だが、余り良くないようである。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・当県は台風の影響は軽微だったが、前月に引き続
き、酷暑の影響は大きい。そもそもの来客数が減少し
ており、売上はやや悪くなっている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・例年であれば、８月は来客数が多いはずだが、数多
く発生した台風の影響で、前年、３か月前いずれと比
べても少なく、やや悪くなっている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・競合店の影響でやや悪い。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の販売台数はかなり減少し、車検台数や整備
売上も微減である。この暑さのせいかもしれないが、
近年の同時期と比べて活気に乏しい。

▲
その他専門店
［燃料］（従業
員）

販売量の動き ・連日の猛暑で使用量が減少している。受注も減少傾
向になってきている。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・台風や高温の影響もあり、出足が鈍かった。また、
野菜やガソリン価格の高騰で、経費が圧迫されてい
る。

▲
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・消費税が５％から８％に増税された分を上乗せでき
ていない現状で、今後の再増税時も同様になる心配が
ある。

▲
旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・猛暑、不安定な天候や平成30年７月豪雨等による出
控え、見合せなどが起因して、思うように客足が伸び
てこない。

▲
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・全体的に動きが悪く、前年同月と比べて13％の減少
である。

▲
タクシー（役
員）

お客様の様子 ・労働者不足である。

▲
通信会社（総務
担当）

それ以外 ・廉価商材を構成するため、現行商品の値下げではな
く、２世代前の商品再販が企画されている。

▲

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・猛暑に加えて、台風の来襲、ゲリラ豪雨など、前年
以上に天候に左右され、入園者の変動が激しく、結果
として減少になっている。また、飲食では温かい物や
揚げ物などが売れず、物販では溶けやすい菓子などの
販売が低迷している。

▲

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・大手企業の相次ぐデータ改ざんは、日本のものづく
り神話を根底から覆した。２次製品を卸している海外
の取引先からは品質の安全性と信ぴょう性を問われ、
明白な回答を提示するために時間、金、人件費が掛か
り収益を圧迫する。企業城下町に立地する当店の経営
に直結する問題である。特捜部の徹底した原因究明を
切望する。

▲

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

競争相手の様子 ・県内人口減少と保有台数がリンクするなか、整備の
需要を巡る競争が激化している。また、カーシェアリ
ングもじわじわと地方に根付いてくるなど、自動車利
用の多様化も著しい。メーカーの整備囲い込みも専業
工場を圧迫しており、各社とも価格維持に苦労してい
る。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・例年開催される街を挙げての一大イベントの３日間
の人出は、週末の１日だけのにぎわいで、前年より少
なかった。

×

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・連日の猛暑、酷暑で、不要不急の外出は控えるよう
にとのアナウンスが流れていた。当店の主要客層は、
年金生活者で、それを考えると、本当に客の出足が悪
く、かなり今月は落ち込んだ。また、月後半はゲリラ
豪雨などの影響もあり、本当に今月は悪い。

×
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・販売量は下降の一途である。

×
ゴルフ練習場
（経営者）

来客数の動き ・今夏は、特に暑い日が続き、来客数が減少してい
る。
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◎

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社の主要業務である、廃家電プラント向けのフロ
ン回収機やハイドロカーボン処理装置の販売、自治体
向けのガス管、エアゾール缶処理装置のレンタル、納
入が順調な上、自社太陽光発電所の新規増設のいずれ
も順調である。

○
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・時間外勤務を導入して、稼働している。

○

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ２～３か月は前年同月比で10％以上、売上が伸
びている。今月、新規の２～３社ほどから仕事を手
伝ってほしいという依頼があったものの、人手不足で
手も足も出ない。

○
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自動車メーカーの米国販売が、80か月連続で前年を
超えており、カナダ向けの販売も26か月連続で前年を
超えている。

○

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事主体で売上の95％を占めている。現政権誕
生後、公共工事は順調に推移しているので大変感謝し
ている。今期の公共工事発注は前年比12％増で、地方
業者に影響のある県や市町村の発注は、前年比８％増
である。当社受注も同比５％増で、一安心である。た
だ、地方業者は経営が厳しく、ボーナスも十分に支給
できない状況で、決算も赤字が出ないという程度であ
る。

○
建設業（総務担
当）

競争相手の様子 ・工事技術者が既に埋まってしまって、もう受注でき
ないという業者の声を多く聞く。

□
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主力製品の低迷した状態が続いており、いまだ良く
なる気配がないので、変わらない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が横ばいである。

□

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・協力工場も仕事量を多く抱えており、当社の希望す
る納期に添えない案件が増えている。また、増産対応
したくても、人手不足で対応できない状況も出てお
り、新規協力工場の開拓を急いでいる。

□
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・ここ数か月は取引先、受注量、販売量等に余り変わ
りはない。

□

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・猛暑により、飲料水やエアコン、扇風機などの家電
の輸送依頼が前年を上回ったが、車両不足が続き、特
に、九州、関西方面の大型車両の確保は難しかった。
そのため、協力会社への支払運賃が上昇し、現在の燃
料高騰もあり、利益が薄くなっている。

□
広告代理店（営
業担当）

それ以外 ・猛暑で飲食や物販店の客足が鈍い。広告宣伝効果が
余り出ず、出稿を抑えている状況である。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・企業の設備投資の進捗がやや鈍そうである。それよ
りも、人材、人手不足を原因とする景気への影響が大
きく、地域経済の伸長の足かせになっている。

□ 司法書士 受注量や販売量 ・特に大きな変化はない。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・製造業は悪くはないが、個人消費関連の小売業は苦

戦しているところが多い。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い、商談件数、受注量共に増加傾向にある。
働き方改革、ＩｏＴ、ＡＩ等、情報化投資への意識が
経営層に出てきたことも影響している。

▲

不動産業（管理
担当）

それ以外 ・猛暑、残暑の継続により体調を崩す社員が多く、応
援手配や熱中症対策の管理作業等で、通常なら１日で
済む作業を２日に分けてするなどしたため、人件費が
多く掛かってしまっている。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先のビジネスフォンの生産動向が厳しく、
当社の送受器受注も低下している。新規取引先の受注
も芳しくない。

◎
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・依然として受注増が続いており、求人数も大幅に増
えていることから、やや良くなっている。

○

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・今年は酷暑といわれるほどの厳しい夏である。レス
トラン、飲食店等の求人募集、また、お中元等に関連
する運送手伝い、運転手等の募集はかなり多い。公共
事業関連の土木、建設等にも動きがあり、住宅の増改
築等の募集も出ている。ただ、天候不順というか集中
豪雨等の被災地、その周辺では農作物等がかなり厳し
い状況にある。

企業
動向
関連

(北関東)

雇用
関連

(北関東)



52 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年と比べて増加している。増えてい
る職種は、機械組立関係である。また、家電組立ての
派遣求人も増えている。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率は継続して高水準で推移している。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は例年と比べて大きな変動はない。企業が求
める条件に合う求職者数が、圧倒的に不足している。

□
人材派遣会社
（管理担当）

求職者数の動き ・８月はお盆でもあり、求職者の変化はない。高時給
の求職者も変化なしである。

□

学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・前年に比べ、高校生の求人が1.5倍といわれるほど
求人者数は多い。しかし、職種に偏りがあることは変
わらない。また、事務系パート職員への応募がほとん
どないため、高賃金の求人が多くなっている。

▲ ＊ ＊ ＊
× － － －

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
スーパー（経営
者）

それ以外 ・周りの人の生活が豊かである。

◎

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・ショッピングセンター内の全ての業種で前年実績を
上回っている。

◎
その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

販売量の動き ・学校、メディカル、社員食堂等、全事業部門で新規
需要が旺盛である。条件の良い新規案件獲得が利益改
善に大きく寄与している（東京都）。

◎

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・法人向けの電話交換機、サーバ等の情報通信インフ
ラの受注が堅調である。また、個人向けの携帯電話及
び周辺機器の販売も、夏商戦期の背景もあり販売台数
が増加している（東京都）。

○
一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今年の猛暑のせいもあるが、街の電気店では新聞広
告を出すところが少ないため、広告を見て来店する客
が増えている。

○
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・今夏は、天候も良くイベント等が中止にならず、多
くの来客、受注がある。

○
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・前月同様に、異常な天候により、エアコンの販売量
が順調である（東京都）。

○

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・今月は外商で内装物件等が多く、大きな案件も徐々
に決まっている。店頭販売も、暑かったため来客数が
若干減少しているが、客単価は上昇している。そのよ
うな複合的な要素を踏まえると、良くなっている。

○

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・来客数は前年並みで推移しているものの、客単価が
前年比で上昇しており、全体としては前年をキープし
ている。今年から始めた７月末のクリアランスには一
定の効果があり、セール品、更に定価品も雑貨が好調
で、前年並みで動いている。中心であるアダルトから
シニア層の客も、前年を上回るペースで推移してお
り、少しずつ売上が上向きになりつつある。

○
百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・近隣商業施設の業態転換に伴う改装工事に合わせ、
来客数は増加傾向にあり、食料品などのデイリー商
材、婦人衣料等は堅調に推移している。

○

百貨店（店長） 販売量の動き ・７月から猛暑や台風に見舞われているものの、８月
は７月のような週末の直撃はなく、特に台風は夜間に
通過したため、売上への影響は小さかったと考えてい
る。

○

スーパー（販売
促進担当）

お客様の様子 ・食品は高温が続いているため飲料を中心に売上が好
調である。一方、衣料品は夏物処分価格に集中してい
るが、在庫不足である。秋物の売上動向も悪く、食品
が衣料品の落ち込みをカバーしている状況である。

○
コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・一時期よりは良いものの、余り景気が良いとはいえ
ない。消費者の買い控えもあるかもしれない。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・晴天が続き、客単価が110％と好調である。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が伸びているのは気温が高いためで、コンビ
ニ１店舗当たりの夜の来客数がかなり伸びている。

家計
動向
関連

(南関東)
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○
コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・夏物商材を中心に、セールに対する反応が良くなっ
てきている（東京都）。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車販売の売上が順調に伸びている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数は多いが内容が薄く、価格交渉以前で終わっ
ている。

○

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・客の様子から、やはり人材が不足しており、仕事量
はあるが人がいないようである。東京オリンピックに
まつわる建設やサービス関係など、全てにおいて人材
不足と言われているため、景気は上向きである。各企
業も時間給を上げたいと話しており、給料を上げるこ
とで、人材を確保するという流れがある（東京都）。

○
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・客の購入意向が強くなっている。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・前年と比べて販売、サービス共に伸びており、全社
的に収益が改善されている。

○
乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・新商品の販売がどちらかといえば好調である。

○
その他専門店
［貴金属］（統
括）

それ以外 ・天候の影響を受け、店舗の閉店時間を繰り上げたと
ころ、売上が減少したが、その他の日の売上は、比較
的順調に伸ばすことができている（東京都）。

○
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・客単価が上がっている（東京都）。

○
その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

単価の動き ・客単価が上がっていることから、景気は上向きと感
じる（東京都）。

○
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・2018年はソフトボールのワールドカップがあったた
め、特需で８月は非常に忙しかったが、来年はないの
で、一過性のものである。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・夏休みのスポーツ団体の利用が増えている。その他
イベントに対する需要もあり、単価は低いものの、来
客数は非常に多い。

○
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・旅行関係においても、取扱数量が増加傾向にある
（東京都）。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・暑い日が続いているので、昼間の利用は良い。お盆

の時期は暇な日が続くのだが、今年は動きが良い。深
夜、ロング、中距離の客も少し増えてきている。

○
タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・今月は猛暑で短距離の利用者が増加している。例年
の傾向であるが、夏季休暇の影響で、企業、夜間の利
用は減少している。

○
通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・今年は猛暑のお陰で、電力量の増加による売上増加
の効果を見込める。

○

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・パチンコ、スロット共にあるが、特にパチンコの新
台が好調である。客の楽しみの一つに新台を打つこと
があり、そのため全体がアップしていて、来客数が増
えている（東京都）。

□
商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高は前年同月比で微減であ
る。ここ数か月は低調基調が続いている（東京都）。

□
一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・この夏の暑さでエアコンが動いたが、単価の安い物
が多い。その他の設備工事の依頼があるので助かって
いる。

□

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・当社の取扱製品は、必要なので買いに来るという目
的買いの商品である。この猛暑では、路面の独立店舗
は集客が非常に難しい。従来から来客数が少ないが、
天候の影響で特に少なくなっている。

□
一般小売店［米
穀］（経営者）

来客数の動き ・気温の上昇により人が動かなくなっている。贈答品
の動きも芳しくない（東京都）。

□
一般小売店
［傘］（店長）

お客様の様子 ・相変わらず、必要に応じた購入はあるものの、つい
で買いや衝動買いはなく、景気が良くなっているとは
感じない。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

来客数の動き ・日中の暑さにより、客足が減っている。今月は仏事
の返礼品の利用が入り、売上は増加しているものの、
来客数は減少している。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・販売はそれほど伸びておらず、現状維持が精一杯で
ある。今年もボーナスが出ず、社員は頑張っている
が、どうしようもない（東京都）。



54 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・全店的には、工事の影響を除くと、食料品はほぼ前
年比100％である。菓子の勢いが少し厳しいものの、
総菜と日配品がけん引している。ギフトもお中元を締
めてほぼ前年並みである。一方、この酷暑でビール類
の動きが逆に厳しい状況である（東京都）。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・気温の影響も大きいが、来客数の減少に歯止めが掛
からない状況である。実質賃金マイナスの影響は大き
い（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・婦人、紳士衣料品の動きが戻らず、今年はバーゲン
前倒しの影響により、６月が伸びた半面、７月の落ち
込みがみられたが、８月に入っても売上が戻らない。
猛暑の影響もあるのか、服飾小物を始め、雑貨類の売
上が戻り、食料品もほぼ前年を捉えるなど、一部のカ
テゴリーでは復調の兆しもみられるが、全体としては
５ポイントマイナスと厳しい状況が続いている。この
ところ単価が上がらず、９ポイント前後のマイナスで
推移しており、単価下落は売上が伸び悩む一因となっ
ている（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月は猛暑により夏物衣料や雑貨など季節商材の需
要が伸びているが、「一つの災害と認識する」と気象
庁が表明するなど酷暑が続き、日中の来客数が減少し
ている。また、平成30年７月豪雨や台風上陸による生
鮮食品の価格上昇などの影響も大きく、景気判断は難
しい（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・再開発工事による売場面積縮小与件の店舗を除き、
８月の都内基幹店の前年比売上高は105％を超えてい
る。また、来客数も台風の多発や猛暑の影響にもかか
わらず、こちらも前年比105％を超えており、ここ数
か月は同様の傾向が継続している（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・今月も猛暑と台風により外出を控える客が多く、天
候が売上に影響している。猛暑のため帽子や日傘等の
シーズンアイテムは今月も好調に推移しているが、生
鮮は価格の高騰もあり、苦戦が続いている。

□
百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・売上は堅調に推移しており、特に高額品、インバウ
ンド需要がけん引している。前月までと大きな変化は
ない（東京都）。

□

百貨店（副店
長）

お客様の様子 ・今月は前月に続き猛暑の影響が大きく、景気の良さ
は感じられない。しかし、食料品や化粧品などの消耗
品については堅調な消費行動もあり、景気が悪化して
いるとはいい切れない部分もある。

□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子を見ていると、ポイント何倍の日、広告初
日のお買い得商品など、店ごとのお得な日、時間帯な
どを利用して、いろいろな場所で買い回っている状況
がみられる（東京都）。

□

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・来客数は減っているが、売上は前年と変わらない状
況である。前年に比べて、基本的には余り良くない
が、まだ今年の天候は前年よりは少し良く、売上は前
年と同じか、やや良いくらいである。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数、買上点数は前年並みを維持しているもの
の、単価の上昇がみられない（東京都）。

□

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・今月は天候与件、台風が多いことと、酷暑で日中非
常に気温が高いことから、客の来店が減っている。そ
れに加えて、朝又は夕方以降の気温が下がる時間帯で
も客がそれほど増えない。客単価は若干上がっている
ものの、来客数が減少しているため、全体としては前
年を５％近く割り込んでいる。

□
スーパー（営業
担当）

単価の動き ・暑さの影響により、この２～３か月の間、夏物商材
の売行きは良いが、単価が上がらず、その分販売量、
来客数の伸びを相殺している（東京都）。

□

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・前年は８月中旬から低温となったが、今年は高温が
続き、来店頻度が減っている。アイス、飲料、塩あ
め、冷麺、おつまみ等の涼味商材は非常に動向が良
い。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・余り変化がない（東京都）。

□

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・売上、来客数共に変化はないが、高齢の客の比率が
増加したため、単価は高くても、小袋サイズの売上が
増加する一方、ナショナルブランドの一般商材の販売
数量は低下している。買物動向には大きな変化がみえ
始めている。
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□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・猛暑が予想より厳しくて、客の出足が鈍い（東京
都）。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・天候に恵まれているにもかかわらず、来客数の伸び
が鈍く、前年比でほぼ変わらない数字になっている
（東京都）。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・秋物も夏物も動きが悪い。売上、来客数共に前年と
比べて減少している。

□
衣料品専門店
（統括）

来客数の動き ・３か月前と比べて、高単価の客の来店は安定してい
るが、低単価の客の来店が減少している傾向は変わら
ない。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備と販売をしている。整備は順調だが、
販売は新型車が出たので客の来場はあるものの、なか
なか契約に至らない。

□
乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・商談を行っているなかで、今までならすぐに決断し
てくれていたのに、なかなか決断してもらえない。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・販売量、来客数共に変わらない。

□

高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・チェーン各店のレストランの売上状況をみると、各
店とも前年に比べて来客数が減少し、苦戦している。
その分、客単価は上がっており、何とかほぼ前年並み
の売上を確保している（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

単価の動き ・前年より天候が良い割に、来客数がやや伸びている
ものの、売上単価は前年とほぼ変わらない（東京
都）。

□
高級レストラン
（役員）

来客数の動き ・酷暑による出控えが感じられたり、台風関連報道に
よる風評被害から、予約のキャンセルが多数発生した
りしている（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・今までの古い町並みの中に、おしゃれ感満載のホテ
ルがリニューアルオープンして、商店街改編の起爆剤
になりそうな気配である（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べて来客数が減っている。単価も伸び
ていないので、夏のボーナスの反響が全く表れていな
い。決して景気が良くなっているとは感じられない。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・全般的に台風が多かったのと、日中の気温がかなり
高く、特にランチ営業の出足が悪い。夜になっても蒸
し暑い日が続いており、なかなか来客数の動きが良い
とはいい切れず、厳しい状況が続いている（東京
都）。

□
観光型旅館（ス
タッフ）

お客様の様子 ・特に変わらない（東京都）。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・猛暑が続き、レストランの売上が伸び悩んでいる。
特に、日本料理については、年齢層の高い客が多いた
め、外出を控えている様子があり、台風などの影響も
重なり、来客数が落ちている。お盆期間も、日並びの
関係からか前年に比べて販売量が減少している。全般
的に動きが鈍い傾向は３か月前と変わっていない。

□

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・矢継ぎ早に台風が襲ってきたので、客も二の足を踏
んでしまっている。近場でということもあったが、突
然の豪雨や雷雨等の天候変動が余りにも多すぎて、客
足が大分遠のいてしまっている。

□
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・インターネットへのシフトが著しく、販売が芳しく
ない。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・猛暑の影響なのか、販売量に顕著な増加はみられな
い。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・客から好況感を感じない。会話からは、暑さによる

利用増を感じる（東京都）。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客からのリアクションは減ってきているが、こちら
からのアプローチによる営業に変化はない（東京
都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規契約を希望する客は、より低価格なものを選択
するケースが増えている。

□

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・ケーブルテレビの契約自体は前年並みに推移してい
るが、客の反応に浮かれた気配はなく、何かに購買意
欲がかき立てられているような感じはしない（東京
都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に必要最低限の内容を選択
する傾向は変わらない。

□
通信会社（総務
担当）

単価の動き ・異常気象の影響により野菜の価格が上昇している
が、総体的には変化はない（東京都）。
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□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の様子をみていると、価格に対するシビアさはこ
こ数か月間変わっておらず、かなり慎重になっている
（東京都）。

□
通信会社（経理
担当）

単価の動き ・客単価が10円未満ではあるが毎月下がっている。来
客数を増やし、商品を増やして、商品全体の販売で売
上が増えていくよう努めている。

□
ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・前年と比べて、同地区のゴルフ場ほぼ全てが横ば
い、又は若干の来客数の減少がある。

□
パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・猛暑の中、来客数の動きは鈍いものの、年金支給月
でもあり、前月と比べてほぼ横ばいで推移している。

□

競輪場（職員） 来客数の動き ・猛暑が原因なのかは分からないが、来客数は５％ダ
ウンのままである。インターネットでの売上が５％程
度伸びることで売上はキープできているが、実質的な
利益率は落ちるため、厳しい状況が続いている。

□

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

販売量の動き ・勧めても購買にはつながらず、販売量は今までとほ
ぼ同額くらいになってしまう。客は新しい商品にはさ
ほど関心がないようで、思い切った購買には結び付か
ない。

□

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・一般の設計についてはやや減少気味だが、行政の設
計が大変忙しくなっている。現在受注している案件が
終わらない状況で、人員不足が根本原因ではないかと
考えている。一般の仕事をより多く進めるために、求
人を考えなくてはならないと思っている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・客の購入意向が強くなっている。現在もらっている
仕事は、３か月前とほとんど変わっておらず、動きは
ない。

□

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・まとまった規模の仕事は競合相手も多く、受注はな
かなか難しい。小さな案件の引き合いはあるので、こ
まめに対応している。今年度の官庁案件入札もほぼ一
段落したが、３か月前と比べても景況感に変化は感じ
られない。

□
設計事務所（職
員）

それ以外 ・建築業界に大きな変化はなく、可もなく不可もない
（東京都）。

□

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業である。
ここ２～３年住宅の売行きが大分落ち込んでいる。そ
れは国の政策にも原因があり、住宅取得のための生前
贈与が以前は3,500万円まで無税であったが、今は
1,000万円である。物価が上昇しているにもかかわら
ず、中小企業の給与が上がらず、ローンを組むのは将
来に不安がある。住宅ローン減税も少なく、ローンの
金利が住宅取得を困難にしている。請負工事は、公共
工事は沢山あるものの、発注価格が非常に低く、赤字
になってしまうこともある。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約61％となり、３か月前
と比べても余り変わらないため、景気は悪いと判断し
ている。子供達が夏休みに入ったことや猛暑の影響も
あったと思うが、キャンペーンを行っても客の来場の
動きは悪い。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・今夏の猛暑の影響か、展示場来場者数、現場見学会
来場者数共に伸び悩んでいる。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前月に続き、今月も台風の数が多くて暑いので、外
を歩く客の通行量が激減している。特に日中はひど
く、来客数も大分減っていて、いつもの半分以下に
なってしまう状況が続いている。

▲
一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・８月は気温が高い日が多く、来街者が少なく、当店
の来客数も大きく減っているため、売上が減少してい
る（東京都）。

▲

一般小売店［生
花］（店員）

お客様の様子 ・大変な猛暑で、客もとても外に出られる状態ではな
かったので、やや悪くなっている。天気予報でも不必
要な外出は控えるようにとの話であったし、その辺が
影響している（東京都）。

▲
百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・地域によって差はあるものの、前月まで好調を維持
していた訪日外国人客による売上が、今月に入ってか
ら大きく落ち込んでいる（東京都）。

▲
百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・訪日外国人向けの販売状況が鈍化気味である。日本
人向けも富裕層に力強さを感じないため、今後に不安
が残る（東京都）。

▲
スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・競合店の出店により価格競争が以前より激化し、来
客数、単価が下がっている（東京都）。
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▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年比で1,848人マイナス、１日当たり77
人の客が減っている。今月は暑さもあるが、客入りが
少なかったこと、買上点数が前年と比べてマイナスで
あることから、３か月前と比べ、売上、買上点数、来
客数いずれもやや悪くなっている。来客数を底上げし
ていかない限り、このままではなかなか売上アップに
つながらない状況になっている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・歴史的な猛暑と台風騒ぎなどで客足が落ちている。

▲
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・暑いので、水物だけが売れている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・殺人的な暑さのため、外出時間が限られ、日中はま
るで人が歩いていない。ここ３か月、来客数、売上共
にダウンしている。

▲
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・猛暑と台風の影響で、業績がやや厳しくなっている
（東京都）。

▲
衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・猛暑や台風が続き、テレビで不要の外出を控えるよ
うになどと取り上げたため、客が出てこない。バーゲ
ンセールも良くなく、前年比85％で終わっている。

▲
衣料品専門店
（役員）

販売量の動き ・８月後半になっても猛暑が続き、秋物衣料への展開
が遅れている。売れるのは夏物のバーゲン品である。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・記録的な猛暑によりエアコン、冷蔵庫は順調である
が、テレビなど他の主要商材が前年割れで推移してい
る（東京都）。

▲

家電量販店（経
営企画担当）

販売量の動き ・この数か月はとにかく天候要因が強く、数字に現れ
ている。売れ筋は本体のみで、周辺機器、付属品の売
行きは総じて悪い。濃淡がはっきり出ており、結果と
してトータルの売上は前年を割っている。消費者の行
動に変化を感じており、今まさに必要な物しか買わ
ず、優先順位の低い物は涼しくなってから買うようで
ある（東京都）。

▲
住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数はある程度あるが、販売件数や金額がそれに
比例せず、売上は苦戦している。

▲
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・暑過ぎて、日中の来客数が激減している。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・来店頻度が前年に比べ、減少傾向にある（東京
都）。

▲
その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・夏季商戦は商材不足から盛り上がりに欠け、前年比
５割を切る状況である（東京都）。

▲
高級レストラン
（経営者）

販売量の動き ・前年同期比マイナス７％である。

▲

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の５月１～28日までの前年比は、売上
100.1％、来客数94.5％である。今月８月１～26日ま
での前年比は売上94.3％、来客数92.0％である。今月
は天候に左右されたところも多分にある（東京都）。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月は店としての夏季休業を４日間取り、その４日
分の売上がないので、落ちていると考えられる。今月
は思ったよりも予約が入っていたが、例年の８月より
は忙しくない（東京都）。

▲
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・猛暑のため、申込みが鈍っている（東京都）。

▲
旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・８月は個人向けの販売が期待されていたが、予定よ
り悪い。具体的にはクーポン類、航空券などの単品の
売行きが悪い（東京都）。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・都心は深夜22時～１時までタクシー乗り場以外乗車
禁止区域がある。区域外ぎりぎりの場所で遠距離客待
ちをするタクシーがある。それを知ってか、利用客も
そこに集まる。最近は遠距離客も減少し、運転手は必
死である。これは営業実態の一部に過ぎず、大半はい
わゆる駅出しの営業で、終電後は繁華街で客待ちをす
るものの、猛暑の影響もあり、早期帰宅するのか客が
少ない（東京都）。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・働き方改革や残業問題等により、深夜の利用客が本
当にいなくなってしまった。また、今月に関しては、
行楽シーズン、お盆休みなどで客が遠出しており、タ
クシー業界としては至って暇である（東京都）。
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▲

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・契約数はほぼ横ばいだが、競合他社との価格競争が
激化していることもあり、契約世帯単価は下がってい
る。特に、有料多チャンネルサービスの契約比率が落
ちている。

▲
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・猛暑と台風でサービス業は大打撃である。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・猛暑で、ゴルフ場の減収は著しいものがある。涼し
くなったとしても、台風、大雨で、ゴルフから遠ざか
り、ゴルフに戻ってくるか不安である。

▲

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（支配
人）

来客数の動き ・猛暑の影響で外出を控えているためか、来場者数が
減少傾向にある（東京都）。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・猛暑のためか、来店頻度が鈍っている気がする。

▲
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・景気が良いとはいえ、設計業務は改修や設計、地震
等に備える耐震診断等が主流を占めており、新築物件
は都心に集中し、地方は非常に少ない。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・８月とはいえ、例年に比べて受注数が減少してい
る。

▲

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前に比べて新築アパート販売の動きが鈍く
なっている。金融機関はまだ融資を抑えていないよう
だが、販売量が伸びていない。一部銀行の不正などが
報道されている影響があるかは分からない。

▲

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

お客様の様子 ・前月と同じように客の相談はあるものの、その後具
体的にならず、動きが止まった状態である。

▲
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・例年並みの建材需要を見込めないなか、一部で東京
オリンピック関連など特殊要因の案件が出てきても、
カバーしきれない（東京都）。

×
一般小売店
［茶］（経営
者）

それ以外 ・連日猛暑が続き、来客数、売上が減少している。

×
一般小売店［和
菓子］（経営
者）

来客数の動き ・連日の猛暑や台風、ゲリラ豪雨などの影響で来客数
が激減し、売上が伸びない。

×
一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・８月に入り非常に客は少なく、来店しても販売に結
び付かない状況である。夏休みもあり、特に悪いよう
な気がする（東京都）。

×
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

お客様の様子 ・台風や猛暑の影響で品物がない。暑くて売れない状
況がかなり悪影響を及ぼしている。テレビなどの過剰
な報道も一因である（東京都）。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・例年８月は売上が余り良くなく、１年のうちで一番
暇な時期だが、今年は暑さが大変厳しいせいか、客の
出が例年よりも少ない。売上も例年に比べ10％マイナ
スになっている。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・この８月は気温のかなり高い日と台風の日が多くあ
り、台風によって予約はキャンセル、気温が高いので
夜は出歩かない等、飲食業界にとってはかなりマイナ
スになったのではないか。

×
観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前は春の繁忙期、ゴールデンウィークにあた
る。今月は台風等の影響を受けているため、３か月前
のほうが大分良かったと感じている（東京都）。

×

その他サービス
［フィットネス
クラブ］（マ
ネージャー）

競争相手の様子 ・競合店の出店により売上が悪化している（東京
都）。

×
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・新築は相談業務のみで、本業へとつながる動きはな
い。リフォーム及び耐震の話はあるが、実務的には動
きがない（東京都）。

◎
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新規案件の受注が増えている（東京都）。

◎
その他サービス
業［ソフト開
発］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・仕事量が増え、売上目標も達成している。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・どの客も全体的に良くなっている。

企業
動向
関連

(南関東)
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○
精密機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・８月は稼働日数が少なく、売上は前月比マイナス、
仕入価格はプラスとなっている。プラス要因は原油高
や原材料高である。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今のところは政治も安定しているので良いが、小売
業の衰退、少子化の問題が顕著になっているのが心配
である。

○
輸送業（経理担
当）

取引先の様子 ・軽油の価格高騰、人件費の増加等を考慮し、運賃改
定を検討する方向に進んでいる。

○

税理士 取引先の様子 ・猛暑、度重なる台風などによる生鮮品の値上がり、
エアコン需要の多さ、電力消費量、いずれも過去最高
レベルである。夏物衣料のバーゲンセール前倒しなど
で動きは多い。不要の外出を避けるレベルの暑さに、
昼の外出を控える消費者もいるが、飲料などの伸びは
明らかで、景気は上向いている。

○
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が回復してきており、例年をやや上回ってい
る。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客の動きが活発になっている（東京都）。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月も暑さのため客の動きが鈍く、お盆の繁忙期に
も客足が伸びなかった。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・問合せはあるものの、受注までいかないことが多い
（東京都）。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・大手企業は、政府が進めている働き方改革により中
小企業との労働時間にギャップが生まれ、発注等の連
絡が取りにくくなり、業務に支障が出てきている。

□

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印、名刺印刷の仕事をしている。法人の
納入と来店客で、実印、銀行印の注文を受けている。
８月は猛暑で、客単価は変わらないが、来客数が減少
して悪かった（東京都）。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・訪日外国人観光客によるインバウンド消費に関わる
需要は引き続き堅調だが、一般消費財向け需要に堅調
さは感じられない。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年度に入り、客に対する新商品企画が当たり、イ
ンバウンド効果の後押しもあって、化粧品容器の受注
は引き続き高水準で推移している。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・仕事量は変わらないが、価格が安く利益が出ない。

□
その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の様子や受注量の内容に変化はない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・思うような価格で商品が売れない。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・計画案件はあるが、予算がなかなか合わなくなって
おり、苦慮している。材料費や人件費が上昇している
ため、坪単価でも高くなっている。

□

輸送業（経営
者）

競争相手の様子 ・取扱量の増加が期待できない状況が長期化し、対応
策も改善までには及ばないため、現輸送から年内で撤
退しようと計画している店が複数ある状況で、業界の
安定した輸送に不安が生じている（東京都）。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・今後、繁忙期に向かって物量は増えるが、燃料の高
騰や長期休暇があったので、収益は伸び悩んでいる。

□
金融業（統括） 取引先の様子 ・東京オリンピックに向けて、人手不足がやや懸念さ

れるものの、景気は上向きで維持されている。

□
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・日本銀行のマイナス金利解除により、金利はやや上
昇したが、株価も一進一退で、国内景気に特段変わっ
たところは見受けられない。

□

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・小売業は、猛暑により来客数が少なく、野菜等の高
騰により売上に影響がある。そのなかで飲料やアイス
等の売上は好調である。運送業は、燃料価格の高騰に
より利幅が減少している。建設は人手不足による人件
費高騰もあり、経費が増加している（東京都）。

□
金融業（役員） 取引先の様子 ・取引先の資金需要に目立った変化はなく、不動産関

連融資については、地銀の不正融資の影響もあり、や
や沈静化している。



60 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・市内にも相当数の売買マンションが建設されている
が、賃貸同様順調に進んでいない。駅前２分、今年６
月完成の99戸は引っ越しの車両でにぎわっており、駅
前での内見のチラシ配りや新聞の広告も出している。
２駅利用できる平成29年12月完成の物件はまだ残りが
あるようで苦戦中である（東京都）。

□

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・オフィステナントの退去はなく、空室のない状態が
続いており、賃貸業は依然として好調である。ただ
し、商業テナントは業績が上がらない店舗もあり、業
態によって景況感はまちまちである（東京都）。

□
広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・そろそろ各企業が来年度の広告宣伝予算のプランニ
ングに入っているのだが、特に大きな変動の話は聞か
ない（東京都）。

□

税理士 それ以外 ・夜に駅周辺の商店街を歩いているが、飲食店に余り
客が入っていない。他の駅でも駅から少し離れるとや
はり客が入っていない。駅近くの店でも経営者が代わ
り、違う業態になったり、入れ替わりが激しい。経営
状態が良くないので、長く続けられないようである
（東京都）。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社や、助成金を活用したい会社

が見受けられる（東京都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・暑さや雨、台風など天候の影響を受けている。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・業績の良い会社と悪い会社とがあり、両極端になっ
ている（東京都）。

□
その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・慢性的な人手不足で、売上は横ばいである。業界全
体で労務改善をしなければ上向きにならない。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・今月も受注量が伸びず、３か月前から変化がない。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・酒屋だが、これだけ暑いと酒が売れない。観光地で
もあるが、この暑さで人出も少ない（東京都）。

▲
出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・８月は例年お盆休みなどで受注件数自体が少ない時
期ではあるが、今年は極端に少ない。

▲
出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業他社の営業が、８月の仕事量は例年になく少な
く、９月の予定も少ないと話している（東京都）。

▲
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月は受注量が増えてきている。スポット的なもの
も含めて、動きがやや良くなってきているかもしれな
い。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・人口減少で、製造業界はすでに成熟から、少しずつ
衰退してきている（東京都）。

▲
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・一進一退の動きが続いている（東京都）。

▲
その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

取引先の様子 ・長年行われていた全国規模の研修会が今年は実施さ
れないなど、相当な経費削減が行われている（東京
都）。

×
建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・リピーター客の仕事は複数入ってきているものの、
新規客は案件が少ないため、他社との厳しい競争が続
いている。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・派遣登録スタッフ自らの問合せが続いている（東京
都）。

○
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・自身の業務でもそうだが、ふだんのニュースやＳＮ
Ｓ等を見ても、求人の動きがひっ迫していると感じる
（東京都）。

○
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・３か月前と比べると、新規求職者登録が約18％減少
している。労働者の賃金も緩やかに増加傾向にあり、
雇用関係は着実に改善している（東京都）。

○

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・秋採用の就職イベントに外資系メーカーが参加する
のは、前年にはなかった現象である。学生が有利な状
態で、内定辞退が心配されるため、予定数の確保に動
いているようである（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・例年の８月と同じように、各業種とも求人が増加し
ているところはない（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人依頼数は依然として多いものの、採用に苦戦し
ており、売上につながらない。

雇用
関連

(南関東)
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□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・所属企業の収益は前年比で伸びているが、それが
ボーナスなどに反映されておらず、市民レベルでの景
況感に影響が出ているとは思えない（東京都）。

□
人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・採用意欲が高い企業は多いが、求人内容と求職者の
ミスマッチ度が高く、成約数が伸び悩んでいる（東京
都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・エンジニアは全国的に不足しており、継続的な景気
の良さを実感する（東京都）。

□

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・中途採用はもちろんのこと、新卒採用でもなかなか
必要な人数を採用できていないようである。学生側も
大分のんびりしている学生が多いように感じる（東京
都）。

□
求人情報誌製作
会社（所長）

周辺企業の様子 ・サービス業は比較的集客が落ちているように感じる
が、製造業に関しては製造内容、また企業努力により
良しあしを感じている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は微増微減を繰り返し、求職者数は微減傾向
が続いている状況に大きな変化はみられない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の増加傾向は一段落している。新規求職
者数は前年同月比で減少している。人手不足と広範囲
の業種で言われているが、中小企業では賃金など求人
条件を改善するまでには至っていない。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・幅広い職種に求人があり、求職者市場の状況が続い
ている。中途採用者の年齢層も毎年高齢化している
（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・当社の新卒学生の８月時点内定率調査の発表では、
前年同期比で３ポイントアップに加え、前月比で12ポ
イントアップとなっている（東京都）。

▲

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・求人数は３か月前比、前年比共に10％以上の伸び率
を示しており、堅調に推移している。一方で、有期派
遣労働者に対するクーリング期間確保の問題で、求人
に対する求職者の人選が厳しさを増している。常用派
遣労働者数としても、年計表でも減少トレンドに入っ
ている（東京都）。

▲

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・ここ数か月は求人数、求職者数共に減少傾向にあ
る。また、派遣スタッフ側は正社員での就業を希望し
ているため、契約終了希望者数が採用数より多く、派
遣労働者数は減少傾向にある。しかし、今月は求人企
業の夏季休暇等で採用活動が鈍化しているため、派遣
スタッフの契約終了希望数が減少している。派遣採用
数も若干減少してはいるものの、大きくは落ち込んで
いないため、結果として派遣労働者数は増加となって
いる（東京都）。

× － － －

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・今年は例年になく猛暑が続いたので、夏物のエアコ
ン、冷蔵庫等が非常によく出ており、それにつられて
一般商材等の動きも良くなっている。

◎
遊園地（職員） 来客数の動き ・入場料金の変更や、タイアップイベントなどの集客

施策実施により、３か月前と比べて来客数は増加して
いる。

○

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・来客数が、前年比で５月104％、６月101％、７月
109％、８月101％と前年を上回っている。売上も５月
から115％、92％、81％と推移しており、８月は23日
時点で115％、その後に大型イベントがあったため、
120％ぐらいになりそうである。県の中小企業融資制
度を受け、借換えをすることができ、返済金額が減っ
たので、消費税支払積立てをしていきたい。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・今月は日本全国で、台風、豪雨の被害があったが、
当地域は北アルプスの影響か、被害を免れて、非常に
幸運な８月である。気温も比較的高温続きで、清涼飲
料水、アイスクリーム、ビールなどの夏の商材がよく
出ている。

家計
動向
関連

(甲信越)
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○

スナック（経営
者）

来客数の動き ・５～６月が余り良くなく、そこから多少は上向いて
いる。暑かったため、ビールがよく出ている。宴会は
余り増えなかったが、人通りは多くあり、ビヤガーデ
ン等に客が流れたのかもしれない。まあまあ良い状況
である。

○
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・今月は最盛期でもあり、避暑での旅行客で来客数は
好調に推移している。

○

都市型ホテル
（支配人）

競争相手の様子 ・宿泊問合せの客から、「どこのホテルも満室と言わ
れた」、「何故、こんなにホテルが取れないのか」
等々の声を頻繁に聞く。また、インターネットで他の
ホテルの料金を調べると、かなり値上げしている。駅
の観光案内所からの宿泊問合せも大変多い。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・以前よりは回復してきているものの、原材料高騰に
伴って販売単価を値上げしての回復である。値上げに
より単価、売上は上がったが、利用人員は前年比で確
実に減少している。しかし、数か月前から回復傾向に
あるので、この先に期待の持てる状況ではある。

○
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・団塊世代前後の健康への消費意欲が旺盛である。

○

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・美容院も猛暑のせいで、日中は高齢者は余り出てこ
ないが、若い女性は美容院に涼みにやってきて、カッ
トしている客が増えている。固定客のある美容院は来
店頻度が短くなっているので、少しずつ良くなってい
る。

○
その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・問合せが非常に多くなってきて、20日過ぎからは特
に増えている。資料を送ってほしいという問合せが多
い。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月良かったのは、お盆休みが過ぎて、新学期を迎
えるということで、新しく買換えなどがあったためで
ある。毎年のことだが、今年も例年同様かなり商品が
動いている。

□

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・猛暑、熱中症騒ぎもあり　今までにないエアコンの
注文、取付工事があった。相変わらず、必要な物を消
費する行動パターンなので、一時的に売上増となって
も、長続きはせず、暑さが落ち着けば、売上減は免れ
ない。

□
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・猛暑の影響で飲料等の夏物商材の売上が増えてい
る。雨や台風被害もなく、来客数も安定している。

□
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・猛暑で飲料、氷等の商品の販売が急増しているた
め、やや良い。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・暑さが続いたお陰で、冷たい物だけだが、売上の下
支えをしてもらった形で、以前の売上に到達できてい
る。現状維持である。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前年の来客数と比べて、改善していない。単価につ
いても同様である。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・先進技術搭載車や軽自動車の販売が堅調で、新車販
売の前年超えが続いている。

□
乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・一般乗用車でも1,000～1,300ＣＣの排気量の小さい
車が多く売れるようになり、売上、利益共に減少傾向
にある。

□
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・暑い天候が影響している。

□

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・今年の夏は前年のデスティネーションキャンペーン
や一昨年の大河ドラマのようなイベントもなく、個人
客の入込が今一つ伸びない。また、学生の合宿などの
団体も、年々規模が小さくなっている。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・営業しているビヤガーデンは、月前半は好天に恵ま
れ、前年比10％増の来客数があったものの、お盆過ぎ
に天候が崩れ、逆に、マイナス10％となっている。

□

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・国内旅行需要に変わりはないが、平成30年７月豪雨
災害や風評、猛暑によるキャンセルが多くみられる。
景気の低迷とまではいかないが、キャンセルや日程変
更等で、秋の受注に影響が出そうである。海外旅行
は、大きなテロなどが発生していないこともあり、受
注は順調である。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・21時以降の客の動きが悪いので、運転手が嫌がって

帰ってしまう。客がいないわけではないものの、動き
が止まってしまう状態である。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・今月は猛暑のため来荘数は増加したものの、販売成
約には結び付いていない。
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▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・不要な外出は控えましょうという警報が頻発される
ほどの暑さに、街中の人影はほとんどなく、開店休業
の日々である。夏のバーゲンもぱっとしない。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・全体的には猛暑の影響で、昼間の来客数が激減し、
大変苦労している。しかし、全国的なイベントがあ
り、待ち直している。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・人口は減少の一途である。購買増につながる好材料
は、女性の社会進出による、家事の簡便化のための
スーパー、コンビニへのニーズの高まりが挙げられる
が、社会全体がそうした動きに敏感なわけではない。
また、現状ではそうしたニーズの構成比も決して大き
いわけではない。したがって、総じて減少傾向で、来
客数そのものの減少、購買点数の減少が顕著となって
いる。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・今月は車検、一般整備共に目標を下回り、車両販売
も低迷している。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・新車販売数の動きが鈍くなり、アフターマーケット
への影響も大きい。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月前半は来客数、単価共に順調だったが、後半以
降は極端に落ちている。

▲
一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・地域の中には、以前ならはやっている店が多少なり
ともあったものだが、今は軒並み落ち込んでいる状態
である。

▲
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・節約志向のためか、保留や解約が増え、新規契約は
低調である。

▲
ゴルフ場（経営
者）

それ以外 ・災害ともいえる８月の暑さと台風の多さは、前月同
様、シニア層の来場の多いゴルフ場では、著しい来場
減となっている。

▲
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・詳細設計を進める物件が少ない。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・１週間のうち、客の来ない日が半分ほどある。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数の動きと回答したが、競争相手の様子や、客
の様子などからも言える。とにかく、良くなる要素が
１つもない。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・原油価格の高騰や猛暑の影響等により、来場者数、
売上共に減少し、前年実績を下回っている。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量が上向かず、前期比でも計画を達成できてい
ない。悪い状況が続くので、変わらない。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・特注品の受注などもほとんどなく、低迷している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は比較的安定しており、先行きにも大きな変
動はない見込みである。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・安定して仕事の確保はできているが、継続、長期の
物はなかなかない。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響か、受注が停滞気味になっている。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・設備投資の需要増加に伴い、製造業の受注は引き続
き高水準にある。非製造業は猛暑の影響で需要の増加
した業種もあるが、建設業は受注に弱さがみられる。

□

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・卸売業は同業者間の価格競争により、販売単価の下
落から売上の減少がみられる。飲食店では、観光地周
辺に立地し観光客を取り込んでいる店は、売上を不
変、やや増加としているが、取り込めない店は平日の
売上が伸び悩んでいる。観光関連宿泊施設は、外国人
観光客の旅行が団体から個人に変わり、１部屋当たり
の人員が減少しており、減少分を客単価の引上げで対
応している。また、インバウンド需要により売上は好
調を維持している。

□

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

取引先の様子 ・猛暑の影響で、衣料問屋では夏物衣料の売る物がな
くなったと話していた。また、スーパー銭湯では例
年、大学生や高校生の夏合宿の利用でにぎわっていた
ものが、暑さで合宿が中止になるなどして激減し、百
貨店でも来客数が減少したとのことである。

▲
食料品製造業
（製造担当）

それ以外 ・外的要因で、資材原価が上がってきているため、利
益を出すのが厳しい。

企業
動向
関連

(甲信越)
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▲

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ユーザー展では来場者は前年比５％減、売上は同
20％以上減少している。暑さで客が出かけるのをため
らったようだという小売店のコメントである。業者向
け展示会ではカタログ用のサンプルを探しに来場する
客もいたが、全体的に仕入意欲は低調である。ただ
し、主催者からは中国人バイヤーの来日で展示会自体
の売上は前年並みと聞いている。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は増加しており、有効求人倍率も上昇に
転じている。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規学卒求人、高校生向けの求人募集に際し、初め
て募集をかける事業所が１割以上ある。

□

人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・人が足りないと言っていても、採用条件は給与等変
わらずに職業安定所にも提示している。採用されても
１～２年ほどで再度派遣社員に戻る方がいたりと、相
談が増えている。実際に働き出すと、サービス残業等
が多く、厳しい労働環境がそのままになっているよう
である。

□
求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・建設業の受注は堅調に推移しているが、人手不足で
大きな工事を予定どおり仕上げることに苦慮してい
る。急募求人に力を入れているが、苦戦している。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は、建設業、製造業、医療福祉業、サービ
ス業、運輸業などで増加し、全体では前年同月比で
6.4％の増加である。小口求人が中心で、新規開設等
の大口求人はみられない。一方、新規求職は、離職者
が減少し、在職求職者に増加傾向がみられるものの、
全体では前年同月比で7.1％の減少となっている。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・パート、アルバイトの求人が増えている。

▲ － － －
× － － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎ ＊ ＊ ＊

○
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・不動産の価格が上がった等、皆、景気が良くなった
と言っている。

○

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・前半は高校総体の一部が当地域で開催され、観覧
者、参加者でにぎわった。中旬は台風の来襲で前半の
効果はゼロとなったが、全体的にはまあまあの月と
なっている。

○
一般小売店［惣
菜］（店長）

来客数の動き ・近くの百貨店が閉店してから来客数が伸びている。

○
百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・お盆休みの日並びが良かった。また、夏休みの分散
取得が進んでいることから、８月全体で活発な消費が
見受けられた。

○
百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・連日の暑さに来客数が減少し、より消費が弱くなる
と想定していたが、高額商品の購買やインバウンドが
売上を下支えしている。

○
百貨店（業績管
理担当）

来客数の動き ・物産展の好評により来客数が増加した。それに伴い
店内の買い回りも伸び、店頭売上も好調に推移してい
る。

○
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・全国産地直送セールや、他の企画セールがヒットし
た。

○
スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・売上は前年比で102％、予算も101％と良い結果を残
すことができた。

○
スーパー（経営
企画担当）

それ以外 ・施設等への納品量が増えつつある。また、８月から
件数も増えている。

○
スーパー（ブ
ロック長）

単価の動き ・野菜の相場高と猛暑の影響もあり、売上高は予想よ
りも好調であった。特に客単価が好調に推移してい
る。

○

コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・猛暑の影響により、飲料の売上が増加した。天候不
良の悪影響もあったが、それを上回る効果があった。
しかし、メーカーの欠品が発生し、チャンスロスも出
ている。

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・８月も引き続き猛暑で冷たい物が売れた。台風が多
く、来客数はそれほど伸びなかったが、客単価がけん
引し販売量も増加している。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・店の周囲の地区再開発が始まり、その工事需要があ
り、僅かながら来客数の増加につながっている。

○

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・夏季に関しては猛暑日が続いたが、小売を主体に鑑
みれば売上増につながる好条件だった。事実、来客数
も前年を超え売上高は好調だった。今後も予報では高
い気温が継続するとのことで、継続して来客数アップ
が見込める。

○

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・８月単月としては、ハイブリッド車を中心に目標値
を達成し、前年比で100％を超えてきている。ガソリ
ン価格が高止まりしていて、しばらくは様子見の感じ
であったが、意外な結果に少し驚いている。客の話だ
と、ガソリンが高いので、更に燃費の良い車に買換え
たいという声も多く、それが実際の成約に結び付いて
いる。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・例年、夏季休暇を挟んで販売量が落ちるが、今年は
順調に受注も伸び、３か月ほど継続している。ただ
し、来客数の絶対数は減ってきている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・少し暑さに慣れたのか来客数が多くなった。

○
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・小口団体客の問合せ件数が、若干増えている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・暑い夏で、僅かながら夜の街には人出が多く、タク

シーの利用も少々増加した。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・８月は猛暑が続き、連日朝の予約が殺到した。日中
も近くのスーパーへの買物を始め、病院等に行く客も
非常に多かった。８月は野球、大規模イベント、結婚
式等、イベントも非常に多かった。猛暑のお陰で客が
多く、前年比で２割ほど売上が増加している。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・夏休みで来客数が伸び、販売数も増加した。

○
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・８月からキャンペーン販売が始まり、売上が増加し
た。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・さすがにこの酷暑で商店街へ来る人は減っている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・写真写りが良い、客のニーズに合っている食品は売
上が増加しているが、その他の商品、レギュラー商品
については１割５分ほど売上が減少している。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・今季は定番商品はそこそこ売れているが、季節商材
が伸び悩んでいる。

□
一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・この猛暑がどのように景気に影響するか気になる。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・ずっと悪い景気が続いている。

□

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・８月は企業や医者のお盆休みの影響が２週間ほどあ
り、薬局やドラッグ関係、一般の小売関係の業種に
とっては厳しい月であり、３か月前と比べれば売上は
落ち込む。ただし、夏物の栄養剤、ドリンクなどは好
調である。いろいろな商店主と話をするが、地方の小
売店は落ち込みがひどい。

□

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・８月は動きが少ない。したがって、売上は前年より
若干減少しているが、この３か月間の合計で考える
と、余り前年同期で変わらない。自分に対する金は使
うが、他人に対しては金を使わない。ただし、一部の
大手企業を中心に、広告宣伝費、交際接待費が増加
し、そこで売上を稼いでいるが、全体を捉えると３か
月前とほとんど変わらない状況である。

□
一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・猛暑で外出を控えるようにとの報道もあり、飲食店
への外出が控えられ、飲食店への来客数が非常に悪
かった。

□

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・今年は雨が少なく猛暑続きで花も高騰した。お盆の
花も暑いので持たないからと墓参りの花を減らした
り、葉物だけにする客もあって、売上に僅かながら響
いた感がある。
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□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・８月の前半でクリアランスも縮小し、今はほんの少
しだけになり、まだ秋冬物の納品がないため売場は中
途半端な状態になっている。金曜日は会社帰りの来客
数は多いが、店内をぶらぶら歩いているだけで、売場
の滞在時間は長いが購入する客は少なく、売上は厳し
い状況である。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・景気自体は余り変化がないが、台風、酷暑等、天候
不順による消費マインドの低下がみられる。

□

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・例年は来客数の多いお盆マーケットであるが、暑さ
の影響は少なからずあり、来客数、販売量は減少し
た。インバウンドはお盆を避けているようで、後半に
伸びたが波が激しい。

□

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・猛暑が続き今まで経験したことがない異常気象が起
こっている。高齢者にとっては余りにも暑く、日中の
買物を控えたため売上が減少した店もある。また、購
入したエアコンが設置工事者不足で工事が大幅に遅れ
ていた。また、夏休みでお盆を兼ねて実家に帰る人が
多く、金も余り使わず節約志向で旅行をする人が多
かったので、全体的には余り消費が進まず横ばい傾向
であった。

□

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・自店舗の売上は前年比を超える状況であるが、取引
先の情報によると、この地域周辺で前年比をクリアし
ている店舗は皆無とのことである。それだけ、客がシ
ビアに買物する店を選んでいる証拠でもある。

□
スーパー（店
員）

販売量の動き ・販売量がずっと低迷した数量でしか動いていない。

□
スーパー（販売
促進担当）

来客数の動き ・８月は高温の日が続き来客数が前年比98％と来店頻
度が低下しているが、１人当たりの購入量は増加して
いる。店計では前年比をクリアしている。

□
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・イベントの広告がある日は、販売量は増加するが、
ふだんの日々の状態は販売量、来客数共に少ない。平
均すると変わらない。

□

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・ドリンク、アイスは売れている。一部ドリンクは
メーカー欠品でチャンスロスである。暑さで昼間の客
はいない。野菜が高いので特売すると来客数がすごく
増える。しかし、売上は今一つである。

□
コンビニ（企画
担当）

単価の動き ・気温の影響で飲料やアイスの需要は大きく伸びた。
一部は品切れ供給不足になるほどである。しかし客単
価に前向きな手応えはまだ薄い。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・酷暑の影響で、客足が遠のき気味であったが、この
状況を引っ張って続きそうな流れがある。また、激し
い気候変動の影響で、本来の秋のシーズンが従来のよ
うな流れでは訪れず、今の時期に売れる商材の販売量
が鈍くなっている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・８月は天候に助けられて前年並みの来客数がある
が、特需的な色合いが濃い。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は、前月と比較して前年比で1.5％改善して
いるが、全体の売上は、来客数がこの状況なのにマイ
ナス0.5％であることから、キャンペーンによる誘導
が多くあったが、客単価への貢献が低い。

□

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・お盆期間があり、帰省や行楽に出掛けた人が多い。
後半はセールやスマートフォンアプリでのプレゼント
があって忙しくなったが、平均すると余り変わらな
い。

□
衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・定番商品もなかなか動かない。来客数も少ない。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・猛暑でエアコンと冷蔵庫の販売台数が伸びているも
のの、取り立てて良い商品が選ばれている様子もな
い。

□
家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

販売量の動き ・猛暑により、エアコンの販売量が伸びているが、一
時的なものであり、夏が終わればその反動が来る。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車種が出ないこともあるが、なかなか販売台数
が伸びない。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・大規模、中堅企業に勤める客は余裕があるように見
受けられるが、小規模企業に勤務する人や個人経営者
はなかなか厳しい様子である。
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□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・全体的な動きとしては、悪くない状態が続いている
が、良いかどうかは微妙である。単価の動きも安定し
ているが、特に良い材料がない。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・８月は夏季休暇があり、さらに、非常に暑い日が続
いたため、来客数も伸び悩み、客との接触回数も減少
した。客との話題においては、休暇中に家庭内でいろ
いろ出費があったので、なかなか大きな買物にまで考
えが及ばないという厳しい話もあった。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・客の様子からは変化はみられないが、販売量が減少
していることもあり、景気は良くない状態が続いてい
る。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数は前年と比較して増えており、８月に至っ
ては目標を達成している店舗も多く、会社の販売目標
を達成している。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・夏休み中で、来客数が減った。

□

住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・分譲マンション、戸建て住宅共に新築は動きが余り
良くない。ただ、耐震やリフォーム工事については消
費税の引上げ前の需要も出ている。他に大型現場、大
型商業施設等についての動きも良くなっている。

□

その他専門店
［書籍］（店
員）

来客数の動き ・当地は大手自動車メーカー関連の企業が多いため大
型連休の企業も多く、お盆休みも比較的天候に恵まれ
レジャー等に流れ、来客数が前年よりも１割近く減少
した。

□
その他専門店
［貴金属］（営
業担当）

単価の動き ・夏は遊びやリゾートに金をかける割に、高額な金製
品も売れており、３か月前と比べても景気が悪くなっ
ているとは思えない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

販売量の動き ・は行性があるが、前年比マイナスの月が多い。ただ
し、一本調子ではないのがまだ救いである。

□

高級レストラン
（経理）

来客数の動き ・今月前半、お盆までは前年を超える推移であった
が、後半は渋い動きである。イベントやハレの日需要
と節約志向とが混在しメリハリのある消費であった。
また、猛暑等から外出を控える動きもみられた。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・郊外店なので新規客は少なく、なじみ客の来店とい
う形がずっと続いている。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・依然として一般企業サラリーマンの消費マインドは
変わらず低迷している。

□
一般レストラン
（従業員）

来客数の動き ・８月は例年並みに家族連れも多かった。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・今年ほど猛暑が続くと、やはり客足は伸びなかっ
た。

□
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・異常な猛暑による影響は業界によって相反するが、
当業種では正直きつい。

□
その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

お客様の様子 ・質の高い物や、生活を改善できる提案型の商品に対
しては、購入したいという意欲が高い。

□
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・宿泊は、直近での予約が中心である。前年比で弱い
動きのレストランは、天候の影響か客足が鈍い。

□
都市型ホテル
（営業担当）

お客様の様子 ・客の動向や受注状況をみても変化はない。

□

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・ターミナル駅前の大規模ビルの飲食店では、開業時
に好立地といわれて個人商店が株式会社化して入居し
たが、飲食店同士の競争激化とコスト高の影響により
撤退、若しくは撤退希望が出ている。特にアルバイト
の獲得ができず賃金の高騰により店舗の効率が悪化し
ている。

□

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・ここ数年猛暑が続き、社員旅行や組合行事等を秋に
ずらして実施する傾向があり、夏の取扱いは低迷して
いる。数か月前から計画していた旅行行程も、猛暑を
懸念して直前に行き先等を変更するところが数件あ
り、対応に追われた。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・夜の繁華街で仕事をしているが、人出が増えてこな

い。飲食店も暇である。景気の良い話はほとんど聞か
ない。まだまだこの状況が続く。

□
通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・新規販売より、解約の電話が増えている。
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□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・機器等の販売について、現状維持の状態が続いてい
る。

□

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・８月も富士山に行っていたが、富士山の客は日本人
が減少してきている。外国人は多いが、金を持ってい
ない人が多く、５合目の売店、食堂はそれほど混雑し
ていない。

□

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・８月は台風や猛暑のため天候的には恵まれず、予算
よりは来客数は大きく下回っている。しかし、前年と
比べると来客数はほとんど変わりなく推移している。
よって、３か月前と比べても景気は余り変わってな
い。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・８月は大型の休みを取っている人が多いが、客の話
を聞いていると出掛けた人が少ない。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・大きな変化はみられない。

□
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・新築注文住宅の着工数が伸びていないと同業他社は
いっている。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・来客数は減少しているが、少数ながら真剣な方は増
えている。消費税の引上げを気にしている客が増えて
いる。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（経営者）

お客様の様子 ・買い希望の客の予算が一向に上昇する気配が見えな
い。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・このところ、上得意である客の支払が滞っている。
今までにはみられなかったことで、困惑している。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・周辺の会社の人に聞いても余り良くないと聞く。飲
食店も長続きしていない。

▲
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・夏季休業期で客の購買力が上がらず、受注が伸びな
い。

▲
百貨店（計画担
当）

来客数の動き ・猛暑と大雨という気象の影響で来客数の増減が日に
よって大きく、婦人服を中心に売上が苦戦している。

▲

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・８月は帰省先への果物や贈答品用のお盆特需を期待
したが、８月初めから中旬にかけて高温注意情報が日
中ずっと発令されていて、客足がぴたりと止まった。
手土産として包装する頻度も、思っていたよりも少な
かった。

▲

スーパー（商品
管理担当）

販売量の動き ・猛暑でドリンク類が売れているが、平成30年７月豪
雨の影響で商品の一部が入荷しない状態で、本来売れ
るべきスタミナ回復食品の売上が今一つである。連続
した台風の影響も大きい。

▲
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・８月は猛暑の影響で、子供や学生の来店がかなり減
少し、売上にもマイナス要因となった。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・猛暑で来客数が極端に落ち込んだ。元々在庫を控え
目にしており、これで正解だった。

▲

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・７月に猛暑、酷暑となり季節商材のエアコンと冷蔵
庫は大幅に売上が増加したが、８月に入りエアコンと
冷蔵庫の売上が止まったため、前年に比べ低迷した結
果が出ている。景気が上向きかというと今後は厳しい
状況になる。

▲

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・前年は大河ドラマの関係で11月頃まで関連の団体
客、個人客が来店していたが、今年は話題性もなく、
反動で10％近く来客数が減少している。したがって、
景気は悪くなっており、この傾向は11月まで続く。

▲
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・民泊等、宿泊需要の多様化が進んでいる。

▲

旅行代理店（営
業担当）

それ以外 ・記録的な猛暑、豪雨、台風等の天変地異が続き、旅
行を中止したり、計画する意欲が減少している。ダ
メージや風評被害も発生しており、旅行需要と収入の
減少が旅行業、観光業にはきつい。

▲
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・８月は毎年、営業的には苦戦をする月ではあるが、
加入件数は例年以上に伸びず、解約件数は増加してい
る。

▲
テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・例年と比較して猛暑日が多く、屋外施設が主体とな
る当園は厳しい状況であった。９月も引き続き暑い日
が多くなるとの予報で危機感をもっている。

▲
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数や客単価の動きで判断した。
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▲
その他レジャー
施設［鉄道会
社］（職員）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨での災害により観光列車や臨時列
車の運休を余儀なくされ、低迷している。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・８月は例年お盆で忙しい時期であるが、来客数が減
少した。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・当地は景気が良くない。客も金を使わない。

▲

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

お客様の様子 ・介護保険制度の改正により、８月から個人負担割合
が３割に引上げとなる客がいる。福祉用具レンタル契
約の客は、この先の負担が増えてしまうので、安く買
い取れる中古品の問合せが増加中である。

▲
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

それ以外 ・障害者就労支援施設における作業依頼のうち、自動
車部品組立ての件数が、かなり減少してきている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・同業者も、フリー物件も購入者も少なく沈滞ムード
である。

▲
その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・戸建て住宅やマンションの外装塗装が増加している
が、足場材料費、人件費が上がり利益が残らない物件
もある。景気はまだ上がらない。

▲
その他住宅［室
内装飾業］（従
業員）

来客数の動き ・お盆明けから受注がピタッと止まってしまった。

×
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・猛暑の影響もあるが、来客数が少ない。購買動機も
要因も少ない。

×

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨とその後の台風により、宿泊者の
キャンセルが個人、団体を合わせて1,000名を超す事
態となった。客室だけでなく宿泊宴会も含めると、そ
の売上は全体収入の２割を超す減収にあたり大打撃と
いえる。

×
テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・ＪＲ不通等、災害の影響が継続している。

×
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・今年の夏は40度近い気温で、来客数も減少し暇で
あった。

×
理容室（経営
者）

お客様の様子 ・客のサイクルが遅い。

◎ － － －

○
化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響により飲料関係の需要が増加したことに
より、容器の販売が増加した。半導体向け需要は引き
続き好調である。

○
電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・東京オリンピック、働き方改革絡みの需要が高まっ
ている。問合せの伸びに合わせて売上も伸びている。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社のオリジナル商品の椅子が、営業努力によって
生産量、出荷量共に増加している。

○

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・放送系、通信系の情報インフラ強化のための設備投
資が盛んである。４Ｋ・８Ｋ放送や通信スピードの高
速化のため設備増強の動きが活発となっている。関連
機器メーカーやネットワーク構築事業者の受注が多
く、対応人材の不足もあって需要過多の状況となって
いる。

○
輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・貨物の荷動きが4.5％増加と良くなっている。

○

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・８月３日に提出された経済財政白書によると、2012
年末からの５年半の景気回復が2002～08年の73か月に
次ぐ戦後２番目の長さとなったことは大きい。世界経
済の回復、女性や高齢者の就職促進等、雇用環境の改
善、企業のＡＩ等新技術への投資や、大手自動車メー
カーの４～６月期純利益が6,573億円と３年ぶりに更
新したこと等も要因である。

○

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年同様に晴天が多いこともあり、売上は好調に推
移し前年同月を上回っている。駐輪場は低額で利用で
きることもあり、必要な出費を惜しむほど景気は悪く
ない。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・取引がない新規客からの案件が増えてきている。前
年にはなかったことである。

○
その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・８月も相変わらず新製品で大変忙しい。複数の取引
先からも発注があり、来月も繁忙が続く。

企業
動向
関連

(東海)
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□
食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・猛暑といわれる割には売上は芳しくない。消費者の
選択の幅が広がっており、常に新しい価値を付加して
いかなければ、支持が得られないことを実感する。

□
食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・受注数、販売数からみても、トータルすると例年ど
おりである。

□
化学工業（人事
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・生活必需品、特に食料は値上がりが目立っている。
また、スーパーのチラシの頻度が増え、多くの消費者
が常に値ごろ感のあるものを求めている。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・昨今特に感じることは人手不足、給与条件のアップ
である。フルタイムでない労働者の条件は、無期雇用
と人手不足から20％ほど急激に上がった。より良い条
件を求めて定着率も急激に下がり、求人や人材育成の
繰り返しにより正社員の仕事を増やし、忙しくしてい
る。

□
鉄鋼業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・鉄鋼メーカーの一方的な値上げが続いており、売値
がそれについていけず、利益率を圧迫している。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が増えない。販売価格は値上げをしてきてい
るが、旧価格での受注が80％くらいある。

□
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・改修物件も含め、物件の動きは活発化してきたが、
材料費の値上げもあり、収益的に喜ばしいことばかり
ではない。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・余り変化がない。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月間は受注量、販売量、生産量共に横ばい
状態が続いており、今後も変わりなく推移する。

□
輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・お盆休みに海外旅行等に行った同僚がたくさんい
る。

□
輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・１日当たりの売上高は、３か月前と比べて同じであ
る。平成30年７月豪雨の影響があり一時低下していた
が、今は戻ってきている。

□
輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・輸出入に影響を与える要素はなく、季節的変動の中
で動く。

□
輸送業（役員） 受注量や販売量

の動き
・今期に入り輸送物量は前年同月の実績を下回ってお
り、景気自体は芳しくない。全体的な景気が上向くよ
うな要素には乏しい。

□

通信業（総務担
当）

それ以外 ・８月の台風被害、猛暑等の異常気象は、人のやる気
や活動予定を制限したり、中断させたりしている。
日々の必需品以外は当然買い控えるため、購買が消極
的になっている。この傾向はしばらく続く。

□
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・さほど目立った景気の良い話は聞かない。

□

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・株価、為替も大きな動きはなく、個人投資家の動き
も鈍く様子見である。個人投資家以外の個人も収入が
大きく増えていることはなく、大きな消費には向かっ
ていない。

□
不動産業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・価格も物件も大きな変動はない。

□
不動産業（用地
仕入）

受注量や販売量
の動き

・特段のトピックスはない。

□
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・新規受注も多少はあるが、逆に実績のあるものが減
少する傾向があり、余り変わっていない。

□
行政書士 受注量や販売量

の動き
・異常気象により野菜等を運んでいる業者は、出荷量
が安定しないため減収気味である。

□

公認会計士 それ以外 ・大企業の業績は好調であるが、中堅、中小企業の業
績は厳しい。中堅、中小企業の従業員の給与は上昇し
ていない。株高に関して、上場会社、新規上場、資産
家には好況感があるようだが、中堅、中小企業のオー
ナーや従業員の感覚とはギャップがある。

□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・各業界で全体的な底上げがみられない。小売店につ
いていえば、総合食品売場のある大型店は連日活況で
あるが、小規模食品店については成績が良くない。ま
た、建設業でも大手企業に受注が集中している傾向に
ある。傘下から外れた下請企業は大幅な減収となって
いる。

▲
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響もあり、特に農産物、青果物等が受注
量、販売量共に減少し、全般的にも景気はやや悪い。
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▲
窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・臨時の注文や納期の前倒しの依頼が一段落して、半
年くらい前の状況に戻った。

▲
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米、南米共に自動車向け設備投資の引き合い、受
注の量が回復しない。

▲
輸送業（経営
者）

それ以外 ・燃料価格の高止まり、人手不足による募集費や派遣
人材の多用により、大きく利益が下がっている。

▲

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・現在住んでいる住宅の近隣は転勤族の多い地域でマ
ンションやアパート等借家が多い。８月は転勤の時期
で、例年は引っ越しをする人があちらこちらでみられ
るが、今年はなく異動が少ない。

▲

通信業（法人営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・下半期の事業計画を立てるにあたり、手持ちの案件
や受注見込みを洗い出し計画に反映するが、誰一人、
受注確度の高い案件を形成できていない。問題なの
は、案件の少なさもさることながら、毎年コンスタン
トに売上を出せる営業マンでさえ、苦労を強いられて
いる現状である。

▲
会計事務所（職
員）

それ以外 ・通っているジムで、従来より安い会費のコースが新
設された。また、有料ロッカーの空きが増えている。

× － － －
◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・夏季のイベントも天候に恵まれ好調だった。

○
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・求人数は増加傾向にある反面、小規模ながら倒産、
人員整理等もみられる。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・引き続き企業側の採用意欲は旺盛であり、９月半期
末に向けての採用の動きは加速している。

□
人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・特に変化はない。

□

人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・景気好転との予測により増産や販売強化をもくろん
でも、人材不足で動きが取れない状況が続いている。
また、働き方改革による時間外労働の規制強化が、企
業の攻めの戦略を塞いでいる。

□
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・人材派遣の求人数は引き続き堅調で、専門性が高い
職種に関しては時給が上昇傾向にある。

□
人材派遣会社
（企画統括）

求人数の動き ・景気回復による求人数増加の動きはほとんどみられ
ない。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・株価が２万2,000円台で推移している。

□
アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・国内自動車販売、海外輸出共に３か月前に比べ微増
である。下期に向けても期待がもてる。

□
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

採用者数の動き ・各事業所の求人数に対するエリア内の求職者数が少
なく、採用計画数に充足していない事業所が多い。

□
職業安定所（所
長）

採用者数の動き ・管内に大口の倒産等はなく、企業経営は安定してい
るが、新卒の採用選考、内定等の準備もあり、非正規
の採用に比べ正社員の中途採用は余り進んでいない。

□
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者の減少傾向が加速してきている。企業に
とっては人手不足がますます厳しくなっている。

□
職業安定所（次
長）

周辺企業の様子 ・業績好調な企業の声も多く聞かれる一方で、中小零
細企業では、人手不足、原料費や運搬・輸送費の高騰
等を理由に利益が上がらないとの声を聞いた。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・引き続き、自動車関連企業を中心に多くの引き合い
残があるものの、エンジニア稼働率は全社平均より約
２％低いため、やや悪くなっている。

×
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求職者数の動き ・人が足りないという話が多く聞かれるようになって
きた。どれだけ募集しても集まらない。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
一般小売店［書
籍］（従業員）

お客様の様子 ・このところ客の買い控えが大分改善されているよう
である。

○
コンビニ（店舗
管理）

単価の動き ・６月に米飯類の値上げを断行した。客単価は大きく
上がり、前年売上をおおむね超えている。また、お盆
期間の売上も好調である。

雇用
関連

(東海)

家計
動向
関連

(北陸)
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○
衣料品専門店
（店舗運営）

来客数の動き ・例年にない大規模セールにより、来客数は増加して
いる。

○
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・ショールームのリニューアルや出張展示会、各種イ
ベントへの参加などで、来客数は増えている。

○

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・お盆期間の日並びが良く、11～19日に例年以上の集
客があった。特にランチタイムには３世代家族の10名
前後の利用があり、単価も高く前年比110％ほどの売
上となっている。

○

スナック（経営
者）

来客数の動き ・前月と変わらない猛暑や、月末には激しい雨など天
候に左右される状態が続く。当店においては相変わら
ず低空飛行であったが、前月よりも15％回復といった
状態である。

○

タクシー運転手 来客数の動き ・今月も暑い日が続き、猛暑も連続で記録しているこ
とから、昼間を中心に涼しいタクシーを利用する客が
多い。外出を避ける傾向にあるが、どうしても外出し
なければならない場合はタクシーを使う。また、夜も
涼を求めるサラリーマンが多くみられる。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・夜の繁華街を除いて、早朝から午前中、日中に夕方

と結構忙しい日が続いている。

○
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・販売量自体はまだ伸びていないが、来客数が戻って
きている。

○

通信会社（役
員）

お客様の様子 ・夏休みシーズンで例年苦戦する月ではあるが、今月
上旬にはテレビ、通信共に契約数が順調に推移し、お
盆休み明けの下旬には加入検討の問合せが増加してい
る。

○
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・商品売上はまずまずであるが、今夏の異常な暑さに
よって特に高齢者の来店が減っている。

○

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税の引上げ予定によって、客の購買意欲が徐々
に高まっていると感じられる。しかし、個人の所得や
家計に余裕があるわけではないので、力強さはみられ
ない。

○
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・住宅用土地を探している客が活発に動いている。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・７月の盛夏衣料や飲料品の需要は一時的に上がった
が、８月は異常気象的な暑さのため、来客数は少ない
ようにみられる。夏物衣料の需要は鈍く、秋物衣料へ
の動きも鈍い。

□
一般小売店［精
肉］（店長）

販売量の動き ・３か月前と同じくらい、やや微増で平行で動いてい
る。

□
一般小売店［事
務用品］（店
員）

来客数の動き ・今月は特に来客数が予想を下回っており、売上も比
例して思わしくない状態である。

□
百貨店（売場主
任）

単価の動き ・富裕層を中心に絵画や高級輸入時計などの高額品は
好調に推移しているが、猛暑で来客数が減少し、店全
体の売上高は前年を若干割り込む見込みである。

□

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・猛暑や台風などの天候不順の影響により、外出を避
ける傾向が顕著である。そのため、店の営業施策に
よって固定客の来店を促している。しかし、先行層の
初秋物の関心は弱く、全体的な消費マインドの遅れは
否めない。

□

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・７月から続いている猛暑のため来客数が減少し、売
上高が前年を下回る結果になっている。特に影響が
あったのは旧盆期間中であり、暑さのため煮物材料な
どの動きが低迷した。

□

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・猛暑により前年と比べて飲料や乾麺、つゆなどの販
売量が増加する一方、パンやビスケットなどの菓子は
減少している。全体として商品カテゴリーごとの増減
はあるものの、お盆商戦は前年並みであり、景気の変
動はみられない。

□
スーパー（店舗
管理）

来客数の動き ・相場物の高騰により客単価は増加しているが、来客
数と購買点数の変化はみられない。

□
スーパー（統
括）

販売量の動き ・猛暑と相場高によって、生鮮品の販売量が伸び悩ん
でいる。

□

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・猛暑の影響で売上は微増しているが、根本的に来客
数はしばらく前年割れが続いている。客単価が伸びて
いることで前年の売上をクリアしている状態であり、
平年の気温に戻るとほぼ平年くらいの売上になるので
はと考える。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数は大きく変わらない。
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□
コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・天候による購入変化はあるが、客の購買意欲やし好
の変化はみられない。

□
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・来客数は若干伸びているが、客単価が下がってい
る。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・猛暑の中で来客数も減っているが、衣料品の売上も
それ以上に影響を受けている。

□
家電量販店（店
長）

単価の動き ・猛暑が続き過ぎたことで、エアコンなどの取付けの
対応が遅くなっている。

□
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・暑い日がこれだけ続くと、週末のイベントを開催し
ても来場者数は大変少ない。販売は横ばい状態であ
る。

□

自動車備品販売
店（役員）

お客様の様子 ・集客面では変化はみられない。前月同様にスタッド
レスタイヤの早期販売を促進しているが、例年以上に
反応が悪い。特別なお買得感がないと響かない。今使
用している物をできるだけ使いたいとの声も多い。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・残暑というより酷暑が続いているせいで、ビールや
酒、焼酎といったアルコール類が精彩を欠いている。
飲料水関係は、主力商品が早々と欠品したことから頭
打ちである。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・来客数はほぼ前年並みの状況である。衣料品のトレ
ンドは悪い状態が続いているが、シネマが好調なこと
によって来客数が増加し、飲食業なども比較的好調な
状況であるため、全体として売上は前年並みになって
いる。

□

一般レストラン
（統括）

お客様の様子 ・客は、日常的に利用するものについてはやや買い控
えをし、限定販売品など変わったものへの購買意欲は
強い。販売している側からすると、大きく景気が良く
なっている実感はない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・夏休み期間中の来客数は、ほぼ例年並みに集客でき
ている。

□

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比で総売上100％、宿泊人数112％、宿泊単価
92％である。前年はリニューアル工事のため未稼働
だった施設が、今年度は稼働しており、低単価商品投
入によって宿泊単価が下落している。

□

都市型ホテル
（役員）

販売量の動き ・７月は宿泊部門やレストラン部門、宴会部門のいず
れも厳しい状況にあったが、８月に関しては持ち直し
ている。９月以降の予約状況は例年と同様の傾向にあ
り、景気動向は変わらない。

□

テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・来客数の動きが前年並みに推移している。今年の夏
は特に猛暑や局地的な豪雨などがあったが、全体とし
ては当地域では前年と比較して天候が良かったせいも
あり、まずまずの状態で推移している。

□
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・４月以降の上昇局面がない。

▲

一般小売店［鮮
魚］（役員）

販売量の動き ・台風や大雨、猛暑などいろいろな天候要因で消費者
は出歩かなくなっており、消費が落ち込んでいるよう
である。観光客の１人当たり消費額も、北陸新幹線開
業当初から比較すると大きく落ちている。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・３月の市のコミュニティバス廃止とともに、来客数
は１か月ごとに減少する傾向にある。

▲

スーパー（店
長）

販売量の動き ・猛暑に関連して商品の動きが良かったものの、徐々
に気温が落ち着くにつれ販売量が落ちている。また、
夏物商材に対して飽きもあり、在庫一掃価格での動き
も良くない。

▲
乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・８月の販売量は前年同月比約100％の見込みであ
る。３か月前の販売量が前年同月比111％であったの
で、下向きである。

▲
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・夏の異常気象によって、家電などの暑さ対策への消
費が増加したことが影響していると考えられる。

▲

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊売上は月末に追い上げて前年並みに戻している
が、単価が前年より悪い。レストランは来客数が少な
く、単価も悪い。豪雨や酷暑の影響かもしれないが、
７月に続いて８月も悪い状態である。宴会件数も減少
している。

▲
旅行代理店（所
長）

販売量の動き ・主要取引先の経費削減が徐々に影響し始めている。

▲

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

来客数の動き ・夏の特別スクールが終了したが、前年割れの状況で
ある。そこからの入会も少ない。
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▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・暑さのせいか商談がなかなか進まず、商談回数が増
えたり延期になったりすることが多い。今月の販売額
は前月の２割ダウンとなっている。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏の風物詩でもあったお中元は、もはや死語だろう
か。デパートのお中元売場は閑散としており、年々縮
小傾向で人出もまばらである。客もバーゲンセール慣
れで、全く活気がみられない。

◎ － － －

○
繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・衣料、非衣料を問わず受注状況が上向きである。

○
プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・原料価格高騰は続いているが、受注は順調に推移し
ている。

○

建設業（役員） 取引先の様子 ・取引先からの受注動向では、細かい金額ながら修繕
や改修のニーズが多く、人員の面でなかなかすぐに対
応できない状況である。設備投資ニーズは依然として
あると判断しており、これまでの勢いほどではないも
のの、今しばらくはやや上向きと見込んでいる。

○
司法書士 取引先の様子 ・不動産関係では建物新築や、そのための土地取得関

連の依頼が多い。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は余り増減なく推移している。

□
一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・欧州や米国、国内の受注が引き続き好調である。

□
精密機械器具製
造業（役員）

取引先の様子 ・販売先の小売店では、この夏の猛暑によって来客数
が伸びない。多少個々の状況は異なるものの、全体的
には落ち込んでいる店舗が多いようである。

□
通信業（営業） 受注量や販売量

の動き
・夏季休暇の時期のため、受注量は前年同月並みであ
る。

□
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者に話を聞くと、半数で動きがあるということ
である。法人客の問合せが少し出てくるようになっ
た。

▲
食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・全般的な受注量は堅調に推移しているが、原料価格
を始めとしてコストアップが利益を圧迫している。

▲
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年ならば公共事業が本格的に発注される時期であ
るが、本格的な発注がない。

▲
金融業（融資担
当）

受注量や販売量
の動き

・生コン出荷量が６～７月に前年比プラスで推移して
いたが、８月は前年比マイナスになる見込みである。

▲

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・猛暑の影響が予想以上に大きく、客の外出控えなど
により飲食店や百貨店からは来客数減少の報告を受け
ている。観光客を対象とするサービス関連業者からも
観光客減少による売上減少の報告がある。

▲

税理士（所長） 競争相手の様子 ・同業種の中でも、良いところと悪いところの差が広
がってきているようである。特に人手不足に伴って、
製造業や建設業では受注活動がなかなか活発にできな
い。受注してもこなしきれない場合は受注活動が難し
く、人手不足が事業の縮小につながることが心配であ
る。逆に人がいるところは仕事が取れている。

× － － －
◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・依然として、有期雇用契約の求人に対する求職者の
反応が少ない。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・８月の求人広告は低調で、状況としては７月と変わ
らない。求人の形態としてはパートやアルバイトの広
告比率が前年に続き高く、これはシーズン的なものと
考えられる。

企業
動向
関連

(北陸)

雇用
関連

(北陸)
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□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・７月の新規求人数は、全数において4,258人と前年
同月比で13.6％の増加である。フルタイムでは
16.1％、パートタイムでも10.3％の増加になってい
る。産業別にみると、建設業においては31.7％増、製
造業で10.8％増になっている。運輸業においては
10.1％増といった動きになっている。特に製造業にお
いては、食料品が37.8％増、電子部品デバイスと電子
回路は100％増、情報通信業は141.2％増になってい
る。ハードウェア製造関係については、115.6％増加
している。また、建設業などで初めて求人を出す企業
があり、人手不足が末端まで広がっている様子がうか
がえる。電子部品関係については、人数的にはそれほ
ど大きな伸びではないが、新陳代謝の動きとして定着
しているようである。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人数は増加傾向にあるが、採用できていない求人
先の危機感から、多めの求人とも考えられる。

□
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・８月に入り求人票の出方は落ち着いている。しか
し、前年同期より二次募集の案内が多くなっている。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人広告１回の発行で、70件くらい掲載件数が減少
している。

× － － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○
一般小売店［呉
服］（店員）

単価の動き ・毎回来店のある客は決まってきているが、新規の客
の単価が上がっている。

○

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・台風20号の上陸により、営業時間を短縮せざるを得
なかったが、今月の売上は前年比で約５％の増加と
なった。月初は客単価の低下で売上の伸びが鈍化して
いた外国人売上も、月末の１週間は来客数、客単価共
に回復し、店全体の売上増加につながっている。月後
半の動きから、景気は好転していると感じている。

○

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・前月までと同様に、近隣の競合店が撤退したことに
より、客が当社に流入している。これが当社の売上増
の主な要因であり、全体的に消費マインドが上がって
いるわけではない。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・富裕層を中心とした、特選ブランドなどの高額品の
動きは引き続き好調である。また、化粧品を中心とし
たインバウンドの動きも順調となっている。さらに、
台風による悪影響はあるものの、これまで伸び悩んで
いた、ボリュームゾーンの衣類や雑貨などのファッ
ション関連が、レディース、メンズ共に好調に推移し
ている。

○
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・前月からの猛暑の影響か、月初は高額品の購入も伸
び悩んでいたが、お盆が過ぎて、秋物の高額な衣料品
が動き出しており、例年以上に好調である。

○

百貨店（服飾品
担当）

来客数の動き ・８月に入り、やや落ち着いた気温に変わったこと
で、セールや秋物の立ち上がりは順調に推移してい
る。都心店舗、郊外店舗共に、前年を超える売上と
なった。婦人服関連の売上も好調に推移し、化粧品に
関しても前年比で10％以上の増加を維持する形となっ
た。秋物の立ち上がりに合わせて改装を行ったバッグ
関連は、輸入品の新商材が好調となる流れが強まり、
20～30％増の推移となっている。

○

百貨店（売場マ
ネージャー）

単価の動き ・特選洋品と化粧品が依然として好調で、前月は不調
であった婦人の洋品雑貨や衣料品も今月に入ってから
は活発に動き出している。また、入店客数やレジ客単
価も前年を上回っている。

○

スーパー（経営
者）

単価の動き ・相次ぐ自然災害の影響で、農産物の相場の高騰が続
いている。また、猛暑により、飲料や熱中症対策商
品、アイスクリーム、火を使わないで調理ができる冷
凍食品などが前年比で大幅にアップしている。ただ
し、酒類や菓子、値上がりしたパン類、特に菓子パン
やデザート類などが振るわない。必要な物は買うが、
し好品などは買い控える選別志向が目立つ。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・１人当たりの購入単価、１品単価共に上がってきて
おり、消費が活発になっていると感じる。

家計
動向
関連

(近畿)
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○

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・猛暑の影響で、飲料やアイスなどの販売が前年より
も大幅に増え、売上も大きく伸びた。一部の水や機能
性飲料などは一時入荷ストップになり、その他の真夏
商材も堅調な伸びとなっている。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・７月に続き、酷暑と豪雨の両方に今月も見舞われ
た。余り出歩かないようにするためか、まとめ買いが
多くみられ、１回当たりの平均単価も上がっている。

○
コンビニ（店
員）

販売量の動き ・８月中旬から、まとめ買いやプラス１品を購入する
客が多く、支払の際にレジ横の商品を購入するケース
が多い。

○
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・外国人観光客による免税売上が多くなっている。

○
乗用車販売店
（営業企画）

単価の動き ・例年の閑散期の８月よりも客単価はアップしてい
る。今後良くなることに期待している。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

来客数の動き ・店の認知度が上がり、来客数は増加している。暑さ
の影響で、店に涼みに来る客も多い。夏休みやお盆で
の帰省客や、クーポンの配布を店頭で行ったこともあ
り、来客数が増加している。

○
一般レストラン
（店員）

単価の動き ・暑い日が続いたせいか、ドリンクやデザートがよく
動いた。その分、例月よりも単価が上がっている。

○
観光型旅館（団
体役員）

販売量の動き ・全般的には、海水浴客を中心とした来訪客は多かっ
た。ただし、夏の繁忙期に２度の台風によるキャンセ
ルや、数か所の施設の損壊も起きている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・かなり激しい暑さや、大雨による天候不順、夏休み

期間ということもあり、繁華街や道端で、手を挙げて
タクシーを止める頻度が増えてきている。

○

通信会社（社
員）

販売量の動き ・夏のボーナス商戦では、４Ｋ対応テレビが１インチ
当たり3,000円台程度になってきたため、購入が増加
している。それに連動して、加入数も少し好調の兆し
がみられる。

○
競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は9,746円で、３か月前の客単価は

9,221円よりも上がっている。

○
その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

お客様の様子 ・エレベーターのリニューアルの受注件数が好調で、
多忙な日が続いている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・お盆の人出が例年よりも多い。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・業種を問わず、猛暑で来客数は減少し、前年を10％
弱下回っていたが、後半には暑さに慣れたのか、来客
数、売上共に戻り始めている。

□

一般小売店［時
計］（経営者）

それ以外 ・お盆休みがあり、営業日数が少なかった割に売上の
落ち込みは少なかったが、来客数は猛暑の影響を大き
く受け、それほど多くなかった。必要に迫られて腕時
計が少し動いたほか、１件当たりの修理代金が高額で
あったことが売上を後押しした。状況としては、財布
に余裕ができて、物を買い足したり、買換えるといっ
た雰囲気とは異なる。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・ゴルフ場や飲食店関係に納品しているが、ゴルフ場
は暑さでこの３か月はかなり客が減っており、飲食店
も良い状況とはいえない。

□
一般小売店［自
転車］（店長）

お客様の様子 ・修理や購買に対し、すぐに資金を出せる人と、出せ
ない人の差がまだまだある。

□
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・お中元やお盆休みも終わり、贈答品の売上が今一つ
芳しくない状況である。

□
百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・今月は大雨や台風の影響で、営業時間の短縮を行っ
た結果、販売量が減少している。決して景気に左右さ
れたわけではない。

□

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月も傾向は変わらず、インバウンド効果で売上は
今年の目標や前年の水準を超える予定である。増減率
は少し下がる傾向にあるが問題はない。入店客数は前
年比で５％ほど増えており、インバウンドによる化粧
品やアクセサリーの売上も好調に推移している。

□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・天候不順にもかかわらず、入店客数は安定している
が、中間層を中心とした国内現金売上は微減である。
その反面、富裕層の外商売上やインバウンドは好調
で、結果として店全体の売上は微増が続いている。ア
イテム別には化粧品が好調を維持している。
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□

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・今月は、中旬まで暑さによって夏物商材が好調に推
移し、前年を上回っている。ただし、中旬以降は気温
が少し下がるとともに、夏物の需要が落ち着いたほ
か、台風の直撃や天候不良もあって前年を下回ってい
る。秋物商材の動き出しは、まだ残暑が厳しい日も多
いことから厳しく、やや苦戦している。化粧品やスタ
ミナ関連など、夏の疲れをケアする商品による需要の
喚起が必要である。

□

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・暑さや台風などの気象条件が逆風となり、地方、郊
外ではばん回しきれない店舗もあるが、都市部の店舗
では、季節の食品催事や夏休みの子供向けイベントに
より、来客数は順調である。夏物セールとインバウン
ドが好調な婦人洋品雑貨を中心に、順調な推移となっ
ている。

□

百貨店（販売推
進担当）

来客数の動き ・前月に続き、猛暑や台風による閉店時間の前倒しの
影響があったものの、夏休みの家族向けイベントを複
数開催したほか、下旬に向けて好調になってきたイン
バウンドなどにより、来客数は前年比で10％近くアッ
プしている。

□

百貨店（営業企
画）

来客数の動き ・８月は、大雨や酷暑といった７月の気候要因が幾分
落ち着いたことで、入店客数は回復している。客単価
も上昇しているが、食品以外の売場で改装前の売り尽
くしを展開しているためであり、前年との比較が困難
である。

□

百貨店（特選品
担当）

お客様の様子 ・８月に入り、大阪北部地震や平成30年７月豪雨の影
響で減少したインバウンド客が戻ってきた。特に、高
級ブランドや化粧品のインバウンド売上が、日次ベー
スでも過去最高水準をキープしている。ただし、婦人
服のボリュームゾーンを中心に、来客数、購買金額共
にまだ厳しい状況が続いている。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・１品単価や買上点数に変化がみられない。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客の購入数量や客単価は、依然として節約傾向にあ
る。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・猛暑やお盆、台風などで、必需品的な商品は購入す
るが、不必要な商品やプチぜいたく品の購入は控える
傾向がみられる。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合店の出店もあり、来客数は苦戦が続いているも
のの、農産品の相場高もあり、１品単価は回復傾向に
ある。一方、１人当たりの購入点数は、ほぼ横ばいの
状況が続く。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は前年割れの低い水準で推移している。

□
スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・猛暑の影響はプラス面だけではないが、全体として
売上増に貢献している。

□

スーパー（社
員）

販売量の動き ・今夏の高い気温や災害の影響もあり、生鮮品は価格
変動が大きく、商品の供給も安定しないため、客の購
買も余り活発ではない。それでもアイスや飲料や冷麺
類などは、高い気温に連動して好調に推移しており、
全体に堅調な販売状況となっている。

□

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・直近の３か月は暑い日が続き、ソフトドリンクや冷
たい調理麺などが好調で、売上は安定している。全体
としては、たばこの売上が下がり続けているので横ば
いである。

□

コンビニ（広告
担当）

来客数の動き ・猛暑や天候要因によるプラス面とマイナス面が出て
いる。プラス面は大容量の飲料や氷、氷菓の売行きが
好調で、マイナス面は暑過ぎて来客数が伸び悩んでい
ることである。

□
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・特に客の購入単価などは変わらず、来客数も順調で
ある。近くに新店舗なども増えているが、固定客は
減っていない。

□
家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・購入単価の下落傾向が強く、財布のひもが固い。

□
住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・案件数と受注件数には復調の兆しがあるが、販売
量、売上は依然として厳しい。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・株価が２万２千円台で推移しており、この状態が続
くと景気は安定する。
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□
その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・前年との大きな差は感じられない。

□
その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・日程の決まった催事に来場予定であった、購入に余
裕のある年齢層が、天災や天候のせいで来場を見送
り、売上を逃がしている。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（経営者）

お客様の様子 ・地域的に高齢者の客が多いため、異常な暑さで外出
を控えている。また、若い客は大手スーパーで週末に
１週間分の買物をするか、20時以降に買物をする人が
多い。商店街はこの状況の中で、19時には全店舗が閉
まっている。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月も台風や猛暑などの天候不順により、例年の夏
休みに比べると、来客数は伸び悩んでいる。

□
高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・宿泊稼働率は前年と比較して上昇しているが、１室
当たりの単価は落ちている。婚礼宴会の伸びが悪く、
新規の問合せ件数も減少している。

□
一般レストラン
（企画）

来客数の動き ・客単価は堅調に推移しているものの、天候不順の影
響もあり、来客数の前年比が僅かずつであるが悪化傾
向にある。特に、平日の悪化が続いている。

□
一般レストラン
（経理担当）

それ以外 ・ここしばらくは災害に近い猛暑が続き、客足が伸び
悩んでいる。

□

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

それ以外 ・今年は平成30年７月豪雨の影響で、飲料の在庫がな
い。

□
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今夏は猛暑や台風が相次いだことで、マイナスの影
響が出ている。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響で予約が遅れ、間際予約で
随分追い上げたが、集客が間に合わなかったという状
態である。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月の大阪北部地震により客室の３分の１が被災
し、改修には半年以上掛かるため、客室収入と食堂の
朝食利用が大幅に減少している。客室の減少で、団体
客の獲得や価格のコントロールが困難で、通常時より
も稼働率、単価共に悪化している。一方、宴会が非常
に好調で、収入は大幅に伸びている。ただし、大型の
研修団体が複数獲得できたためで、景気の改善とは異
なる。

□

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・引き続きインバウンドは好調であり、景気自体に大
きな変動はないが、一時的な動きとして、今後の台風
の被害による影響が懸念される。８月の台風では、大
型宴会のキャンセルや、宿泊のキャンセルなどが発生
している。

□

都市型ホテル
（総務担当）

単価の動き ・宿泊客数は前年とほぼ同じであるが、客室単価の下
落により大きな減収となっている。宴会についても、
予約件数及び金額は前年を下回っている。レストラン
も、来客数が前年を大きく下回っている。

□

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・連日の猛暑や台風の発生数が多かったことも影響し
てか、お盆が明けてからの伸びが良くなく、客室単価
を下げての販売となった。客室単価は前年比で3.8％
低下し、それにより売上も6.6％減という状況であ
る。

□

旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・来客数が少なくても販売は落ちていない。目的が
あって来店する客は、事前に予約を入れ、単価も低く
はない。特に海外旅行の状況が良く、大阪北部地震な
どで景気が良いわけではないが、旅行に行く人は行っ
ている。

□

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・米国による中国やトルコなどへの政策で、世界情勢
が不安定となっている様子が報道され、客のマインド
にも影響している。同じ予算でも、海外旅行よりも国
内旅行を選ぶ客が多く、単価が上がらない。

□
タクシー運転手 単価の動き ・大阪北部地震の保険調査によりタクシーの予約が殺

到した動きも終わり、夏の暑さも峠を越えたため、少
し利用率に陰りがみられる。

□ タクシー運転手 お客様の様子 ・料金の値上げに伴い、手を挙げる客は少ない。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客の受注状況に、特に変化はない。

□
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・これから秋の観光シーズンが本格化するので、期待
はしている。
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□
美容室（店長） 販売量の動き ・来客数が若干増えていることに伴い、売上は堅調に

推移している。

□

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・夏休みということで、レンタル、セル、書籍の全ア
イテムの売上が好調であり、売上の前月比は良い数字
だが、前年比はセル売上の貢献で何とか維持している
状況である。

□
住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・元々２月と８月は成約が少なく、今年も例年並みと
なっている。平成30年７月豪雨や猛暑の影響は余りな
い。

□

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前に比べて、事業用不動産の取引についての
動きは余り変わらない。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

お客様の様子 ・８月は猛暑の影響もあって、住宅展示場の来場数は
減少している。

□
その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・猛暑の影響により、消費マインドや購買行動は一部
で鈍化の傾向にあるものの、大きな押下げ圧力という
ほどではない。

▲

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・夏の商戦が終わろうとしているが、６月の大阪北部
地震から始まり、平成30年７月豪雨、８月の台風、そ
して高い気温がずっと続いている。特に、平成30年７
月豪雨はお中元の最盛期と重なり、配送機能が混乱す
るなど、かなりの影響が出た。食生活にもこの高い気
温は影響があるほか、外食や路面店にも悪影響があ
る。野菜価格の高騰なども含めると、景気にも大きく
影響している可能性がある。

▲

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・８月と５月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗
の平均で計算してみると、関西は８月が99.5％で、５
月が87.9％、関東は８月が97.2％で、５月が
113.9％、中部は８月が87.1％で、５月が83.9％、中
国は８月が79.0％で、５月が86.4％となり、各地区合
計の平均は８月が94.1％で、５月が91.6％となった。
一時期と比較すると多少持ち直してきているようにみ
えるが、８月に入ると猛暑と台風の影響で少々伸び悩
んでいる。

▲

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は目標達成の見込みである。インバウンドが好
調なほか、気温の影響もあり、婦人洋品を中心とした
シーズン雑貨が好調である。ただし、インバウンドの
動きは大阪北部地震以降、鈍化しており、国内客の売
上も減少傾向にある。全てのアイテムが好調ではな
く、客のモノに対する購買意欲は決して高くない。

▲

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・天候による影響があったものの、お盆の帰省商戦で
は生鮮品、特に精肉、鮮魚の単価が低かった。入店客
数も前年比で2.0％減、売上は2.5％減で終了してい
る。

▲

百貨店（宣伝担
当）

来客数の動き ・前月に比べてインバウンドが復調し、売上は前年を
上回っているものの、猛暑や台風の影響で入店数が
６％減っている。雑貨や特選品、宝飾関連は堅調であ
るが、暑さの影響で秋物商材の動きが鈍く、婦人服や
紳士服が苦戦している。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・店全体の店頭売上は前年比で4.2％増、店頭以外も
含む全体で2.2％増と好調に推移している。特選衣料
品などの富裕層の消費が堅調に推移し、全体を押し上
げている。その一方、婦人服や家庭用品など中間層の
消費は低調である。また、これまで50～60％増となっ
ていた訪日外国人売上に鈍化がみられ、売上は前年を
上回るものの、買上客数は前年から1.5％ほどの減少
となっている。

▲
百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・台風の影響で閉店時間が繰り上げられ、来客数が減
少した。また、８月下旬になっても気温の高い状況が
続き、秋物衣料も低調な推移となっている。

▲
百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・集中豪雨や頻繁な台風の上陸など、気象条件が悪い
ため、販売機会が減少し、やや悪くなっている。

▲
スーパー（店
員）

単価の動き ・猛暑と台風の影響で野菜の値段が一気に上がり、下
がることがない。

▲
スーパー（管理
担当）

それ以外 ・天候不順などで野菜価格の高騰が続き、いわゆる買
い控えも見受けられる。
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▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・台風や水害による交通機関の混乱があり、朝の客が
前年比で30％減少している。

▲
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・暑さが厳しく、特に重衣料を扱っている当店は、
スーツ関係の動きが非常に悪い。

▲
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・猛暑により、これまでは夏物商材の代表であるエア
コン、冷蔵庫の販売が好調であったが、その反動で来
客数そのものが激減している。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・特に投資をしている客の中には、株価低迷による資
産の目減りで、購買意欲を失っている人もいる。消費
を刺激する材料に乏しい状況である。

▲

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・例年８月は休暇やレジャーの月で、閑散期となって
いる。大阪北部地震や平成30年７月豪雨の影響は落ち
着いてきているものの、販売、メンテナンス共に低調
である。

▲

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・猛暑がいまだに続いているため、飲料や季節商材、
衣料洗剤などの動きは良い。一方、暑過ぎて虫の動き
が鈍いのか、殺虫剤はほとんど動かず、売れる商品は
限られている。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

お客様の様子 ・残暑の影響で秋物商材の動きが極めて鈍い。原油価
格の高騰による電気料金の値上げや、天候不順による
野菜の値上がりなどの影響も考えられる。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・暑過ぎて、商店街には人が歩いていないが、近隣の
大型ショッピングセンターは人でにぎわっている。

▲
都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・大阪北部地震のあとの平成30年７月豪雨や台風、連
日の猛暑のせいか、昼夕のレストランの客足が鈍い。

▲
旅行代理店（役
員）

来客数の動き ・過去には、酷暑を理由とした旅行の中止は皆無で
あったが、今月は多発した。豪雨や台風は仕方がない
としても、酷暑は想定外である。

▲
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・大阪北部地震、平成30年７月豪雨に続き、猛暑によ
る来店数の減少や、台風によるキャンセルが続いてい
る。

▲
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・活動エリア内では、販売物件数が減少しており、成
約率も落ちてきている。次回の供給物件の販売価格な
ども、下がる方向になってきている。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・猛暑の影響かどうかは分からないが、マンションの
モデルルームへの来客が減っている。また、来場して
も購入に慎重な客が増えている。

▲
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・例年７～８月は客足が鈍る上に、猛暑もあって減少
傾向となっている。

×
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・売上は前年比で約８％落ち込んでいる。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・必需品以外の購入がない。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今年の７～８月にかけて雨が多く、暑かったため、
来客数が極端に少なく、売上が落ちている。

×
家電量販店（人
事担当）

来客数の動き ・盆を過ぎた頃から、来客数が前年を下回っている。
猛暑によって季節商材でにぎわった反動から、処分
セールにもかかわらず売上が芳しくない。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・自然災害や酷暑の影響が大きく、来客数は大きく減
少している。

×
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・７月に続き、８月も天候の影響を大きく受けた。猛
暑が続いたことにより、余り温泉地に足が向かなく
なった上に、台風によるキャンセルも重なっている。

◎
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体、Ｗｅｂ媒体共に、売上前年比は何とか
100％に届いている。

○
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・８月は猛暑が続き、飲料水の売上は好調であった。
もう少し飲料水の供給があれば、まだ売上は伸びたよ
うに感じる。

○
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・多品種少量生産の製品の動きが活発である。大きく
売上は上がらないが、着実な動きとなっている。

○
金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・４～６月の販売は少し落ち込んだが、７月以降は前
年比で10％以上伸びている。

○

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地域的な動きかもしれないが、このところは公共工
事の受注が続いている。地元自治体が国の医療関連施
設を誘致するなど、大きなプロジェクトが続いている
影響もある。

企業
動向
関連

(近畿)
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○
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・今期は前年に比べると、猛暑の影響で夏用の製品の
動きが良く、売上が伸びている。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・長期のお盆休みや台風20号の上陸もあったが、余り
影響はなく、若干であるが出荷は増えている。

□
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・前年よりも稼働日数が１日減であり、その分がマイ
ナス要因となり、売上は微減である。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客からは増産計画などの情報がない。

□
出版・印刷・同
関連産業（企画
営業担当）

受注量や販売量
の動き

・早くもカレンダー印刷の受注も始まってきたが、例
年どおりの動きであり、状況に変化はみられない。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・大量の注文があって販売が増えているとか、売れな
くて注文がないということもないが、余り良い状況で
はない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・特殊な製品の荷動きは良いが、一般の製品について
はやや鈍化している。人手不足により受注対応ができ
ないという声もある。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社の受注納期は１年以上のケースが多く、直近で
の売上に、この数か月は大きな変化がない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

それ以外 ・景気の方向性については、通常は受注量や販売量か
ら判断しているが、現在の市場で不安要素となってい
るのは国際政治、特に米国大統領の政策の影響が大き
くなっている。ただし、本当は分からないというのが
本音である。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・猛暑が続いているが、エアコンは前年をやや下回る
荷動きとなっており、その他の商品にも、そこまで活
発な荷動きはみられない。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注は横ばいである。

□
輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・現状は大口受注先の対応で手一杯であるが、今後の
案件の出方は鈍い状況にある。

□
その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・夏休み中の追加発注なども、例年と変わらない動き
である。

□
建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・官庁関係は相変わらず厳しい価格競争が続いてい
る。地方と東京の建設業の格差を感じる。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・物件当たりの単価が依然として低いため、物件数は
多いが、売上は前年比で減少する見込みである。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・商品のマンネリ化で売行きが悪い。

□
金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・どちらかといえば相対的には良くなっている。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先訪問時の会話で、今後の受注状況について
は、現状と同じ水準であるとの状況を確認している。

□
不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・地元からの企業の撤退が続いていることで、事務所
や社宅のニーズが減っている。空室率が上がり、家賃
も上がらない状態となっている。

□
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込件数が落ち込み、折込収入は減少しているが、
８月はいつも悪化するため、例年と変わらない。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・テレビスポットＣＭとデジタル広告の出稿が、８月
にしては好調である。

□

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・相変わらずエンドユーザーの消費は手堅いため、小
売業は現状維持が精一杯である。一方、建設業、製造
業は好調を維持している。特に、建設業は平成30年７
月豪雨による災害での特需があり、受注価格が上がっ
ている。ユーザー側からすればどんどん値段が高く
なっている。

□
その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

取引先の様子 ・お盆休みがずれたことで、入庫の数が減っている。

□

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・猛暑による出控えか、ターミナル駅を中心に利用客
が伸び悩んでいるが、コンビニなどの小売店舗では、
清涼飲料水、お茶などのソフトドリンクが前年比で
110％を超える勢いで売れるなど、店舗単位では好調
といえる。
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▲
食料品製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨による物流の停滞と猛暑続きで、
売上が悪化している。

▲
繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・今夏は稼働日が少ないとはいえ、販売量、金額は前
年の20％減である。異常気象も消費意欲を低下させる
要因となっている。

▲
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・電機、建設、半導体向けの主力３部門で、出荷量が
若干落ちている。

▲

金融業（営業担
当）

競争相手の様子 ・新規開拓では取引先の取り合いとなっている。企業
の内容が決して良いわけではないが、企業経営者の数
が減少傾向にあるため、今後も取り合いが続きそうで
ある。

▲

広告代理店（企
画担当）

それ以外 ・株価が安定せず、大きく下がる場合がある。海外の
市場も安定していないので、景気回復への不安を感じ
る。周囲で投資している人も、同じような感覚をもっ
ている。

▲

経営コンサルタ
ント

受注価格や販売
価格の動き

・ここしばらくの歴史的な暑さや自然災害が大きな影
響を及ぼしている。秋物商材が動き始める時期である
が、伸びていない一方で、夏物商材の水物はよく売れ
ている。商品の動きにばらつきが大きく、価格に敏感
になっている。

▲
その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の販売の遅れや、モデルチェンジの後継機種
も販売のめどが立っていないため、販売可能な製品が
減ってきている。

×
その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・景気が上向いているとは感じられない。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・各社の情報関連の投資が活発なせいか、新年度以降
は受注の鈍化がみられない。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・大阪北部地震や平成30年７月豪雨、猛暑による新規
求人の減少を懸念していたが、直近の新規求人の増加
幅は例月並みとなり、大きな影響はみられなかった。
近畿の有効求人倍率も季節調整値で1.60倍と、平成以
降の最高を更新し、約44年ぶりの高い水準となってい
る。

○

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設関連の日雇求人は、夏休みに伴う学校関連の補
修工事や、大阪北部地震、平成30年７月豪雨の復旧工
事の影響を受け、前年同月と比較すると増加傾向と
なっている。ただし、熱中症対策や酷暑による体調管
理のため、毎日の就労が難しく、人手不足の状況は強
まっている。

○

民間職業紹介機
関（マネー
ジャー）

採用者数の動き ・京都や滋賀の中堅、中小企業の採用意欲は引き続き
根強い。事前課金の広告媒体での効果が薄れてきてい
ることから、人材紹介を利用するケースが増えてい
る。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・前月に比べて求職者数が増えており、求人数も増え
ている。台風などによる特需もあり、全体的に景気が
上向いている。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・採用が増えている企業が多い。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・来月の９月末で派遣期間が３年となり、契約が終了
というスタッフが数多く出てきている。派遣先の企業
は、これまでの40歳までという年齢制限を40代後半に
まで広げたり、優秀なスタッフを直接雇用に切り替え
る方針を固めつつある。派遣会社の売上は一時的にダ
ウンするが、やむを得ない。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・特に大きな変化はなく、人材業界は求職者優位の状
況のまま、変わらず推移している。

□

人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・求職者数、求人数共に、３か月前比では微増という
状況で、人材マーケットの景気に大きな変化はみられ
ない。なお、非正規労働者に関する市場においては、
５年前の労働契約法改正、３年前の改正労働者派遣法
の施行により、正規労働者への移行による安定化の動
きがみられる。その一方、より良い条件を求める転職
活動が活性化しており、人材マーケットの流動化の動
きもみられる。例えば、ここ最近は具体的な求人への
応募ではなく、今後の転職に備えた登録応募が増加傾
向にある。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・有効求人倍率は依然として高い。より良い条件があ
れば転職したいという求職者は多いが、慎重である。

雇用
関連

(近畿)
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□
新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・例年、夏季の休暇シーズンは中だるみとなるが、新
聞求人数に景気を左右するような顕著な動きはみられ
ない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・広告宣伝費に関する状況をみても、特に３か月前と
変わらない。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・前年比で新規就職者数は増加に転じた一方、新規求
人数は４か月連続で減少している。ただし、新規求人
倍率は２倍を超えており、高止まりで推移している。
相談窓口での特徴は、20～30代の女性の退職者と65歳
以上の男性の離職者が多い。また、相談を行っても紹
介に至らないケースが増えている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・製造業を中心に求人が増加し、好調が続いている
が、求職者の減少が続き、有効求人倍率が高止まりし
ている。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

それ以外 ・企業の求人数は多く、それだけをみると景気が良い
と感じるが、新卒学生の質をみると、企業の求める人
材の条件は高いため、企業の採用難と学生の就職難が
共存する形となっている。学生の側からみると、求人
は多いものの、前年よりも内定状況が悪い。内定をも
らえる人とそうでない人の２極化が進んでいる点で、
良いとは言い切れない。

□

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・９月に学内合同就職説明会を実施する。医療スタッ
フ関連の求人意欲が強いのか、参加希望の医療機関が
多く、断るのに苦労したが、景気全体が上向きなのか
どうかは判断に迷いがある。

□
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人数は多いが、求人企業の規模は以前よりも小さ
くなっている。

▲ － － －
× － － －

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
◎ － － －

○
スーパー（店
長）

それ以外 ・景気に変化はないが、猛暑の影響で涼味商品の動き
が良くなり売上が増加しているものの、来客数は前年
の98.2％である。

○

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・夏休みに入り例年以上に子供連れの客が多く、来客
数は前年の107％、販売点数は121％と顕著に増加して
いる。平成30年７月豪雨災害でイベントの中止等、自
粛ムードに包まれた感があったが、１か月が経過して
やっと客の動向や市場に明るい兆しがみられる。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・酷暑で季節商材の販売動向が顕著に向上している。

○

コンビニ（副地
域ブロック長）

販売量の動き ・７～８月は好天が続き、清涼飲料や氷のような夏に
伸長する商材の販売量が増加している。今後、たばこ
の増税も控えており、来店するきっかけも増えている
ことから景気は好転している。

○
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・前年同月比で売上は好調に推移している。

○
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・来客数は減少しているが、販売単価が上昇している
ので売上は伸びている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・受注台数が増加傾向である。

○

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響で減少していた来客数が８
月に入ってからは回復傾向である。例年と比べても高
水準での来客数となっているが、ＪＲが一部不通のた
め日によっては大きく影響を受けて来客数が少ない日
もある。

○

一般レストラン
（外食事業担
当）

お客様の様子 ・６月の売上は前年の90％、７月は平成30年７月豪雨
の影響で87％まで低下し、夏休みに入った８月は猛暑
の影響でトータルの来客数は前年を割っているもの
の、低調なディナータイムに比べてランチタイムの来
客数が前年比２けたも伸びている。また、宴会予約も
２けたの伸長で、お盆前には法人関係の大口宴会が増
加している。お盆の売上は前年をクリアしており、特
に土日を挟んだ16～19日の売上が良かったが、ファミ
リーでの来客数がお盆以外は減少している。

○
タクシー運転手 単価の動き ・平成30年７月豪雨関係の調査でタクシーを利用する

客が増え、売上は増加している。

家計
動向
関連

(中国)
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○
タクシー運転手 お客様の様子 ・８月はイベントがあるので人出が多く、猛暑でタク

シー利用が増え、夜の客の動きもあって景気が良い。

○
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新規加入キャンペーンで獲得する件数が増加傾向に
ある。

○

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・お盆期間に来客数が増加し、その後少し気温が落ち
着いてきたことから、週末を中心に比較的来客数が多
い。平成30年７月豪雨災害から１か月経ち、交通機関
が回復してきたことも来客数増加の要因となってい
る。

○
設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨の被災者の住み替えとして、中古
住宅の売買や賃貸物件の取引による耐震リフォームの
需要が増えている。

○
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨と猛暑の影響が落ち着きつつあ
り、客にも建築計画を具体的に考える余裕が出てい
る。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・暑すぎる天候の影響で景気が悪く、昼間の来客数が
非常に少ない。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・平成30年７月豪雨の影響から多少回復し、売上が前
年をクリアしている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の低価格志向は続いており、必要な商品を必要な
量だけ購入する。

□
一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・不昧公200年祭で当社の売上は良いが、それ以外で
は客が消費を控えている状況が続き、売上が増加しな
いのが当地の実態である。

□

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響で一時的に全ての部門で売
上が好調に推移しているが、青果物価格の高騰など特
殊要因が重なっての現況なので、それを除くと変化は
ない。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・猛暑で来客数が前年より10％程度落ち込んだことが
影響し、好調な化粧品と紳士衣料以外の売上が悪く、
全体の売上は前年を大きく下回る。

□
百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・消費者の取捨選択はより厳しくなっており、安いか
らとむやみに買うのではなく、本当に欲しいものを厳
選する傾向である。

□

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・気温が前年よりかなり高く、例年であれば秋物が動
き始める時期であるが、客は夏物商材を求めており衣
料品関係は厳しい。一方、食品はギフト解体の売上が
上昇しており、景気は厳しいが、客は上手な買物をし
ている。

□
百貨店（人事担
当）

単価の動き ・３か月前に比べて来客数と客単価に大きな変化はな
いが、平成30年７月豪雨と台風でのマイナス影響から
は回復しつつある。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・安くても販売数量が伸びず３か月前と変わらない。

□
スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・客単価は上昇しているが、来客数の減少が顕著で売
上も減少している。

□
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・野菜価格が大幅に上昇し、販売点数は微減である。
暑さで飲料と冷菓の売上が増加している。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・国内経済の情勢が混とんとしている。

□
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・平成30年７月豪雨被害による商品の買い足しで、客
単価に大きな変化はないが、来客数が増加しているた
め売上が改善している。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・記録的猛暑であるが、エアコンの販売量が増えるこ
とはなく、客は必要な商品しか購入しない。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・８月の販売量は伸びなかった前年と比較すれば
110％と好調であるが、一昨年と比較するとほぼ同じ
である。

□
その他専門店
［時計］（経営
者）

販売量の動き ・高額品の販売はない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

来客数の動き ・直近の２～３か月は天候に振り回されて、客の動向
は良くない。平成30年７月豪雨災害の影響で道路が寸
断され物流が滞り、また、高気温で客の外出意欲と購
買意欲は高まらない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・悪天候や平成30年７月豪雨の影響で景気の悪い状況
が続いている。

□
観光型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨災害は観光業に甚大な影響を与え
ており、販売量の低下がみられる。
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□

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の発生や台風等により、帰省客や
観光客の減少が著しく、足元のホテルを始めとする観
光業界は大きな痛手を受けている。また、法人企業等
の自粛による宴会の中止や婚礼などのキャンセルで減
収影響は計り知れない。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・７月初旬の宿泊予約数は不昧公200年祭や山陰デス
ティネーションキャンペーンなどにより好調に推移し
ていたが、平成30年７月豪雨の影響で大幅に落ち込
み、８月も伸び悩んでいる。

□
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響で客は旅行に行く雰囲気で
はない。

□
通信会社（総務
担当）

それ以外 ・一部エリアによっては平成30年７月豪雨災害の復旧
特需が想定されるが、県全体では影響は少ない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子から景気に変化はない。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・今夏は酷暑となり、平成30年７月豪雨で被災した地
域もあり、イベント等の集客は予想を下回っているも
のの、売上にはおおむね変動がない。

□
テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・前年同月比で、来客数と商品販売高等が微減で推移
している。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の所得に変化はなく、節約志向は強まっている。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・住宅の新築やリフォームの引き合いが低調な状況に
変化はなく、異常な気温が続いたことで取引先でも同
様の状況である。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨災害からの復興が一部ではできて
いないため、３か月前と比べて景気はやや悪い。

▲
商店街（理事） お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響で客に自粛ムードがある。

野菜価格の高騰による買い控えや暑さで外出を避ける
客もおり、商店街の客足も伸びない。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨と猛暑の影響で全体的に消費動向
が悪化している。さらに、観光客数もかなり減少して
いる。

▲
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・猛暑の影響で来客数が減少している。

▲
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・猛暑で客の動きが悪い。

▲
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・猛暑が続き来客数が減少しており、売上に影響が出
ている。

▲
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨以来、消費が冷え込んで回復して
いない。

▲
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨以来、落ち込んでいた来客数と販
売量が８月中旬から回復し始めている。冬物コートを
始めとして商品の動きは前年同様となっている。

▲
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・猛暑に加え台風の影響もあり、来客数が減少してい
る。また、平成30年７月豪雨の影響も残っており、厳
しい状況が続いている。

▲
百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・端境期である今月は酷暑であり、夏物セールの奉仕
品やギフト解体セールなどの価格訴求品しか動かない
状況である。

▲
百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨災害や台風の連続通過、降雨なし
の酷暑等、来客数への影響が大きい。

▲
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・貴金属や美術品の動きが悪く、厳しい状況である。

▲
百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨や台風などの影響で食料品の動き
は良いが、衣料品の動きが悪く、秋物への客の関心が
薄い。

▲

スーパー（店
長）

販売量の動き ・ここ数日の来客数は、前月に比べ減少傾向である。
残暑はあるものの、朝と夜の気温低下により、飲料関
係の販売数が減少している。９月以降も残暑が続く予
報なので、気温と季節感の両方で中途半端になり、全
体的な販売数の増加は見込めない。

▲
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・野菜等の生鮮品の価格高騰で客単価は上っている
が、来客数では減少している。

▲

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響が続いており、来客数、売
上共に前年を上回っている店舗はあるものの、全体で
は来客数の減少を１品単価の上昇でカバーすることで
既存店売上は前年を確保している。
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▲

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨と猛暑の影響で客は本当に必要な
商品しか購入しないため、値下げした夏物商材は売れ
ていない。また、秋物商材の動きも悪く、旅行をキャ
ンセルしたと話す客もいる。

▲
衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・閉店する店が増えている。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・業界が縮小傾向にあるとはいえ、暑さが追い風に
なったはずなのに来客数が前年の80％前後と減少が著
しい。客の財布のひもが固いことの表れである。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の被災地なので来客数が減少して
いる。

▲
家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・来客数がかなり減少している。

▲
乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・新規来客数が少なく、整備入庫が客のほとんどを占
めている。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・展示台数の不足など品ぞろえの問題があるが、前年
度より来客数が減少している。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響で特にサービス入庫の来客
数が激減している。

▲

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年同月に比べると販売量は低調に推移している。
平成30年７月豪雨災害のため、自動車関連販売店で
は、中古軽自動車販売店など売行きの良い業態と、当
社のように備品しか扱わないため売行きの振るわない
業態とがある。

▲
その他専門店
［土産物］（経
営者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨に続き台風通過で、客がゆっくり
と買物を楽しむ雰囲気ではない。観光バスも少なく、
イベントなども自粛傾向で客に活気はない。

▲
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨災害の影響が続いている。

▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・猛暑で来客数が減少しており、商品を購入する客も
少ない。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・平成30年７月の豪雨以降、スーパーや家電店は改装
後も好調に推移しているが、衣料や飲食の不振が全体
の来客数減少につながっている。

▲
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響で人の動きが悪く、客の消
費が鈍っている。

▲
スナック（経営
者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨災害の影響に加えて猛暑続きで客
足が鈍り、当業界は最悪の状況である。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響で交通インフラの寸断や風
評被害でキャンセルが出ている。

▲
都市型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨災害で、特にＪＲ在来線の不通の
影響が大きい。

▲
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨の影響で秋以降の需要にキャンセ
ルなどの影響が出ている。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客は品質よりも価格重視で商品を選ぶ傾向にあり、
余り景気が良くなっていない。

▲
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨に続いて記録的な酷暑により来客
数が減少している。

▲
観光名所（館
長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨に伴う風評被害、８月は２つの台
風襲来や酷暑により来客数が減少している。

▲
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・猛暑が続き、台風が発生したこともあり、来客数は
減少している。

▲
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・Ｇ１競争があった５月の売上には及ばない。

▲
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・来客数が減少し、同業他社でも着工数が減少するな
ど全体の動きが鈍い。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数と客単価が前年を割っており、厳しい状況で
ある。

×
乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響で客の動きは鈍いが、一時
期のどん底状態からは抜け出している。盆明けの来客
数はサービス入庫客を中心に増えつつある。

×
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数が減少し、売上は前年同月比で毎月低下して
いる。

×

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨災害で行楽などの外出機会が減少
している。
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×
美容室（経営
者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響でイベントが中止され、そ
れに伴う注文がなくなり売上が激減している。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・多忙な生産状況が続いている。

○
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・一部化学品の出荷が好調で、価格も是正されている
ため売上利益が良い。全般的に出荷が好調である。

○
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・当面の受注に不安はない。

○
金融業（貸付担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車や有機化合物の輸出が堅調で、前年比プラス
となっている。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・時期的内容での受注案件が他業種からあり、若干上
向きに推移している。

○

会計事務所（経
営者）

取引先の様子 ・平成30年７月豪雨災害の物流面や企業生産活動への
影響が予想より深刻ではなく、早期の回復を見せてい
る。災害発生当初に催事等を自粛した動きも終息しつ
つある。

□
農林水産業（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・環境の変化や異常気象の影響で水揚量も減少してい
るなかで、単価を上げることがなかなか難しい。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響で販売量が減少している。

□
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・当業界は現在閑散期で、次期シーズンの準備段階に
あるため景気の動向は変わらない。

□
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・台風など天候不順や平成30年７月豪雨により、客の
購買意欲が低下している。

□
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要原料である苛性ソーダの値上げが一段落し、値
上げ要因による底上げ分の増収を除くと、緩やかに増
加した受注量も現在は安定している。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・生産水準が高く、納期対応で時間外労働は高水準の
状態が続いており、大型案件の引き合いもあり現状が
当面継続する。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・人手不足や部品入荷遅れ等による生産量の制約があ
るため期待ほどの活動水準になっていない。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料素材の販売量が中位で安定している。

□
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量共に前月と同水準で推移している。

□
一般機械器具製
造業（経営企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・需要の低迷が続き、販売量が伸びない。

□
輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・若干の市況回復機運はあるものの、鋼材の高騰や船
腹過剰は解決しておらず、引き続き各社とも変わらず
低採算の状態が続いている。

□
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・主要客からの受注内示量に変化はないものの、平成
30年７月豪雨災害や台風の影響で生産実績は大幅に減
少している。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響で予定外の物件対応があ
り、手持物件で手一杯の状況が続いている。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の受注量に大きな変化はない。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の特需はなく、例年同月と変わら
ない販売状況である。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・地元自動車部品メーカーの受注が高水準を維持して
いる。系列完成車メーカーのスポーツ用多目的車の世
界販売が好調で、部品単価も比較的高いため利益も好
調に推移している。一方で、生産現場の人手不足感は
強まっている。

□
不動産業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の特需を除けば、来客数、成約件
数はほぼ横ばいである。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・帰省客の購買を見込んでいたが、受注量が前年より
７％低下しており、猛暑の影響で生鮮食品の売上も低
下している。

▲

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響で出し控えていたギフト関
係と企業の荷物の動きが月初めから活発になっている
が、盆明けから荷動きが停滞し、物流の動きが鈍って
いる。

▲
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響が大きく、鉄道と倉庫関連
で荷動きが悪い状況である。

企業
動向
関連

(中国)
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▲
通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・平成30年７月豪雨以降、被災した取引先では社内設
備の復旧が先決となっており、年度計画外の設備投資
についての検討が手付かずの状態となっている。

× － － －
◎ － － －

○
人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・求職者数は増加している。

□
人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・採用難から多数の求人残を抱えている。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

周辺企業の様子 ・７～８月に学生の内定辞退を受け、秋採用という名
目で追加募集をかけている企業があるが、売手市場を
受けて新卒あるいは20代の若手社員の採用に苦戦して
いる。営業系や事務系は採用できても技術系の採用が
特に困難で、新卒については事務系を採用し、時間を
かけて技術系に育てることを検討する企業が増加して
いる。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人は、乳製品や食肉加工など食料品製造業が
前年同月比で２割増となったほか、人手不足から派遣
会社の求人が増加傾向にあるサービス業が６割増と好
調な業種がある一方、平成30年７月豪雨が影響した宿
泊業が３割減となるなど、求人全体では横ばいとなっ
ている。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・以前に比べると求人窓口の待ち時間が減少し、落ち
着きを取り戻しているが、有効求人数は８か月連続し
て前年同期を上回っている状況でもあり、企業の募集
活動は引き続き活発である。

□

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・これまで手薄であった正社員の営業事務を同時期に
２人採用し、数か月先にもう１人の採用を検討してい
る営業所がある。また、営業社員の募集も行ってお
り、事業の拡大に向けて投資も含め積極的に動いてい
る。

□
民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求人数の動き ・人手不足であるが、求人数に動きはない。

□
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数に顕著な変化がない。

▲

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・無期雇用、雇用安定措置、抵触日など法律対応に手
を取られて営業活動に時間が割けない。求人獲得数も
減っており、求職者は派遣会社を通さずとも仕事が決
まりやすい時代なので業績は伸びていない。

▲
求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・３か月前と比較して求人数は伸びていない。特に平
成30年７月豪雨の影響もあり、一部地域の求人数が減
少傾向である。

▲
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・企業の採用意欲は高く、有効求人倍率は依然高い水
準ながら、平成30年７月豪雨により当県経済へのダ
メージがやや危惧される。

× － － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数は減少しているが、客１人当たりの購買点数
が増えている。一定の買上点数が出ているということ
で、ある程度の売上は維持できているのではないかと
考える。

○

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・大型の台風に見舞われ、売上が厳しい日が２～３日
はあったが、それ以外は全体的に天候や気温に恵まれ
たこともあり、夏物の処分と、意外にも秋物の商品の
売行きが良く、売上高は前年を上回った。

○
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・新型車の受注が好調であった。

○

その他飲食
［ファースト
フード］（経営
者）

来客数の動き ・例年の夏以上に客数が増えている。

雇用
関連

(中国)

家計
動向
関連

(四国)
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○
観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・今年は６～８月に風水害があったが、県庁所在地で
は余り影響は受けなかった。地元の温泉街は根強い人
気があり、商店街もにぎわった。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・利用客の反応をみるに３か月前と比較するとやや良
くなっている。それは、地元の祭りへの来客数やお盆
の帰省時における利用者の増加が理由であると予想す
る。

○
通信会社（技
術）

販売量の動き ・当社の中で最も利益率の高いサービスの販売量が増
加している。

○
通信会社（営業
部長）

販売量の動き ・販売数が３か月前に比べて15％増加したためであ
る。

○
美容室（経営
者）

来客数の動き ・今年のお盆辺りはかなり客数が増加したためであ
る。

○
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・猛暑の影響のためか、来客数が多い。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・７月に近くの図書館がオープンしたことで集客力が
上昇した。また、８月に行われた祭りについても訪日
外国人も多かったことが商店街の活性化に寄与してい
る。

□

商店街（事務局
長）

来客数の動き ・例年にない酷暑であったため、高齢者を中心に外出
を控える人も多く、ターゲットが高齢者である業種は
総じて厳しかった。一方で、訪日外国人の客は前年よ
りも増えており、人通りとしてはトータルではプラス
であった。夏物のセールは７月が思いのほか売上が伸
びなかったが、８月は息長く売れた。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響や猛暑の影響なのか週末等
の集客が鈍く感じる。客の声や様子も自粛とまではい
かないが動向が良くない。

□
一般小売店［文
具店］（経営
者）

お客様の様子 ・来店客をみるに、競合は100円ショップなどである
ことが予想され、消費者行動には安い商品を求めるな
どといった価格訴求の観点が強く反映されている。

□
一般小売店［乾
物］（店員）

販売量の動き ・地元のお祭りに関する騒動と酷暑により、売上、来
客数共にかなり減少した。

□
一般小売店
［酒］（販売担
当）

販売量の動き ・暑すぎるせいか、財布のひもが固いのか、料飲店で
の販売数が伸びなかった。それに清涼飲料水の仕入れ
が困難だったため売上に響いた。

□
百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の反動からか、売上が比較的好調
であった。

□
百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・台風や猛暑の影響による秋物立ち上げ不振などによ
り、売上が伸び悩んだ。

□

百貨店（営業統
括担当）

来客数の動き ・猛暑や台風の影響により、営業店の集客は苦戦し
た。動員施策として実施した夏休みイベントや催事は
にぎわいをみせたが、店全体の動員や売上の押し上げ
には至らなかった一方、化粧品や高価格帯商品の売上
は堅調に推移した。

□
百貨店（販売促
進）

お客様の様子 ・豪雨の影響もあり、全体的に購買意欲は高くない。
猛暑が続き、秋物への移行が進まず単価が上がらな
い。

□
スーパー（企画
担当）

単価の動き ・春先からの価格の上昇及び豪雨の影響から商品単価
はかなり上昇しているが、来店客数については伸びが
ない。

□
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・来客数の前年割れが続いている。

□
コンビニ（店
長）

単価の動き ・客単価が前年を上回っている。

□
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・比較的天候や気温に恵まれているが、客数の前年割
れ傾向は変わらない。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比べ、猛暑のためか、客の動きは余り良
くない。売上を含めた景気は余り変わらないように感
じる。

□
衣料品専門店
（営業責任者）

来客数の動き ・売上は前年並みで推移しているが、秋物商材の動き
出しが非常に悪い。暑さの影響のため、外出を控えて
いる客も多く、来客数が減少している。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・季節商材の購入が一段落して全体的な販売量が減っ
た。

□
家電量販店（副
店長）

来客数の動き ・残暑が続きエアコンは前年比を上回って推移してい
るが、その他家電の伸びが悪い。販売単価については
前年より良い。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月の新車受注状況は前年比１割程度アップしてい
るが、前年が悪かったため平年並みといえる。
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□

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

お客様の様子 ・お盆期間中の人出は大雨の影響もあり少なかったと
感じたが、売上への影響については、それ程はみられ
なかった。

□
通信会社（支店
長）

販売量の動き ・特段の目立った変化はみられない。

□
競輪競馬（マ
ネージャー）

販売量の動き ・注目レース時には平常時に比べ一時的に増加傾向が
みられるが、ふだんは落ち着いた状態になりほとんど
同水準にある。

□
設計事務所（所
長）

販売量の動き ・特に状況は変わっていない。

▲

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今後商店街、百貨店、ショッピングモールなどの既
存店舗で売上を増やすのはほとんど期待できない。既
存店でもネット販売に主力を置くところがかなり増え
ている。既存店の構成でもネットの影響を受けにくい
飲食が主体に定着してきた。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・豪雨や台風や猛暑で人通りが少なかった。お盆前の
連休も痛手となった。悪天候で市場の入荷量が減り、
仕入価格が高くなったことも不振の要因として挙が
る。

▲
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

来客数の動き ・８月はお盆に商品が入ってこないため、売上も来客
数も落ちる月だが、今年は暑さも加わり更に悪化して
いる。

▲
乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・新型車や豪雨で冠水した車の買換えがあり契約数は
伸びたが、一時的なことであった。

×
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来店客数が想定以上に減少の一途をたどっている。

◎ ＊ ＊ ＊

○
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・受注量は増加しているが、出荷が遅れ気味で在庫が
増加している。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・太陽光は下降線をたどっているが、バイオマスにつ
いては工事に着手したものや受注が堅調に推移してい
る。

○
輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・天候が自社にとって良かったこともあり、景気が良
いと感じている。

○
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・猛暑により飲料系貨物の輸送量が大幅に増加してい
る。

□

農林水産業（職
員）

取引先の様子 ・農産物を取り巻く環境は、天候、気象災害、輸入、
消費等に左右されるが、近年は天候により左右される
ことが多い。このため、栽培地域や生産者の栽培技
術、気象災害を含めた天候により生産者・栽培品目に
よる所得格差が拡大傾向にある。幅広く一定の所得が
得られにくくなっているのが現状であり、これを受け
て、卸売価格の変動幅も大きくなっている。生産者、
卸売業者、量販店等の実需者が均等に利益を上げるの
ではなく、特定の生産者だけが利益を上げる構図が強
まっており、利益の分配が偏る傾向にある。

□

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地域によって格差があるが、猛暑で夏物商材がよく
売れている地域、海外からの観光客であふれている地
域、そして構造的に不景気な地域と分かれている。全
国的には昨年並みである。

□
木材木製品製造
業（営業部長）

受注量や販売量
の動き

・上期の受注が前年に比べて悪いことが売上の伸び悩
み要因である。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・８月はお盆休みもあり、営業日数が少ないため、売
上もかなり落ち込んでいる。

□

電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・得意先からの受注量及びそれに応じての出荷量につ
いて、大きな変動がない。また、販売単価に関して
も、契約に基づいて一定しているため安定的に推移し
ている。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注は数か月前と比べて低下気味だ。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の災害対応業務を受注し、手持ち
仕事量は増えているが、全体量や工期が見通せない。
数か月後から、業績に対し効果が出てくると考える。

□

公認会計士 取引先の様子 ・今月の各企業の決算、試算表等を分析した結果、前
年と変わらない企業がほとんどである。そういうこと
からも、景気は今のところ落ち着いていると判断して
いる。

企業
動向
関連

(四国)
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▲
化学工業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響で飲料、氷用等資材の動きは良かった
が、外食・土産用等落ち込みの多かった製品も多く、
どちらかというとマイナスの方が多い印象である。

▲

輸送業（営業） 受注量や販売量
の動き

・今年の台風は大型である上に大半が西日本寄りの進
路をとっていることから、四国と本州を結ぶトラック
便の欠便が例年よりも多く発生し、取扱物量が著しく
減少し経営を圧迫している。

▲
金融業（副支店
長）

競争相手の様子 ・平成30年７月豪雨の影響が表面化してきた取引先が
数社ある。直接の被災のみならず、仕入れ支払資金等
で資金繰りが厳しいケースも幾つか存在する。

× － － －
◎ － － －

○
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・前年と比べて、派遣の依頼が増加している。

□

人材派遣会社
（営業）

採用者数の動き ・求人企業の採用担当者のお話の中で、内定を出して
もキャンセルの連絡が例年と比較しても増えていると
いう声をよく聞く。合同面接会へ参加するとエント
リーの数は多いが採用実績につながる人材の確保が不
透明という状況である。人材確保についての企業格差
が良くも悪くも表れている。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・受注の動きがあるとすれば建設、観光業界のみであ
り、他の一般企業は微減傾向にある。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・求人倍率は好調に推移しているものの、賃金などの
採用条件は変化していない。

□

職業安定所（求
人開発）

それ以外 ・７月の有効求人倍率は1.50倍で、３か月前と比べて
0.10ポイント増加しているが、６か月前と比べると
0.12ポイント減少しており、良くもなく悪くもなく、
現状維持と判断した。

□

民間職業紹介機
関（所長）

周辺企業の様子 ・最近は製造業を中心に企業訪問を行っているが、新
卒採用、中途採用共に、企業側の希望する人数は採用
できていないようである。理由としては、最近の有効
求人倍率から鑑みても、中小企業に着目すると求職者
が少ないからだと考えられる。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・派遣の募集が減っていることから、これまでと比較
すれば求人の動きが落ち着いてきたと判断した。

▲

求人情報誌（営
業）

周辺企業の様子 ・人手が足りないまま、業務を続けている企業が多く
見受けられる。残業等で対応しているが、それにも限
界があり、また、残業代がかさむことにより企業とし
ては人件費が以前よりも増加するようになっている。

× － － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・３か月前に比べ、販売台数は僅かではあるが増加し
ている。

◎
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・猛暑の影響もあり、待ち時間に耐えられずキャンセ
ルする客が多かったにもかかわらず、お盆の時期も営
業したことにより繁盛している。

○

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・猛暑と台風接近により催事日程を延長したが、平日
の来店客数が減少した。一方で、土日祝日の来店客数
は、お中元ギフトセンターの開設や全店特別招待の実
施、夏休みファミリーイベント及びギフト解体等の人
気催事の開催により、ファミリーでの来店や目的物購
入の来店がみられたため、大きく伸びた。売上伸長
率、購買単価も好調に推移している。

○

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・今月の見通しは前年とほぼ同じであるが、一部店舗
では新しいスタイルへ店舗改装した結果、売上が前年
比120％と大きく伸びた。全店では食品催事の実施に
よる状況改善効果が大きく、この催事を行わない場合
94％となっていた。来店客数も５月と比較するとかな
り増加した。

○
百貨店（プロ
モーション担
当）

販売量の動き ・豪雨の影響も落ち着き、今夏は猛暑を受けて夏物衣
料やＵＶケア用品等が好調に推移した。

○
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・前月同様、夏の猛暑が家電販売に影響を与えた。工
事日数が縮められず、若干の頭打ちがあったが、若干
良い流れになっている。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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○

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・来館客数、売上共に上昇傾向にある。シネマコンプ
レックスやサービス業種が好調である一方、主力であ
る物販テナント、特に地方企業など規模の小さいテナ
ントの苦戦が顕著で、明暗が分かれている。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・夏休み、お盆休み等があったため、空港の搭乗客が
増え、前年より売上が増加した。明治維新150年、大
河ドラマ効果が顕著に出てきている。

○
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大河ドラマの影響で、国内外の観光客、特に中国、
韓国、香港、台湾からの観光客が増加している。

○
都市型ホテル
（副支配人）

単価の動き ・客からは単価より客室確保を優先に予約があり、そ
のため他の市内のホテルも含め客室単価が上がってい
る。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

単価の動き ・酷暑によるサービスキャンセルはあったが、同業他
社と同様、第１四半期は前年度比で大きな落ち込みは
ない。

○
住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・断熱性、省エネ仕様の比率が高くなっている影響
で、請負金額が上がっている。

□
一般小売店［精
肉］（店員）

それ以外 ・販売量は落ちているものの、高単価の商品が想定以
上に売れている。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・売上の前年比が来店客数の前年比を下回っている。
猛暑により日傘等好調アイテムも一部あるが、お中元
関係の売上は厳しく、衣料品等は伸びていない。

□
百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・猛暑、台風等の影響もあり、客の購買意欲がない。
新商品の案内をしても来店率が伸びず、客が必要とす
るモノを判断しづらい状況にある。

□
百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・高額品は相変わらず好調で、その影響で単価は上
がっている。一方で中間層の動きは鈍く、客数が増え
ない。訪日外国人による売上好調が続いている。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比較すると売上は変わっていないが、客
数は落ちている。青果、精肉、生魚等生鮮食品の相場
上昇により売上が厳しくなっており、特に青果は10％
落ち込んでいる。価格は上がっているが厳しい状況が
続いている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・猛暑の影響で朝夕に来客はあるが、全体での来客数
は大きく落ち込んでおり、売上は伸びず苦戦してい
る。

□
スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・長引く猛暑により、客は午前中の比較的涼しい時間
に来店している。購入金額や購入点数に大きな変動は
ない。

□

スーパー（統括
者）

来客数の動き ・異常気象の影響による葉物野菜の高騰、また小麦粉
の価格上昇により、小売価格が値上がりした。その影
響で来店する客は、値引きチラシを見るなど、一層商
品価格に敏感となっている。それに伴い来店客の多寡
の幅が大きくなり、財布のひもが緩む気配はみられな
い。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・猛暑で売上が伸びている。

□
コンビニ（エリ
ア担当・店長）

販売量の動き ・目的以外の客が多い。レジの周りにプラス１品の単
価の安い商品を置いているが、それを手に取る客は少
ない。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・酷暑が続き来店がほとんどない。

□
家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・猛暑にもかかわらず、主力商品のエアーコンディ
ショナーが前年割れとなり、他商品にも悪影響が波及
している。

□
家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・主要商品の単価が下降傾向である。付加価値の高い
商品販売の伸びに一服感が出ている。夏物家電、特に
エアーコンディショナーが伸び悩んでいる。

□
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新型車の投入がないことが影響して新車販売台数が
伸びない。既存車種で自動ブレーキ等の安全装備装着
車を客へ訴求し販売台数を伸ばしていく。

□

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月は都市部でのキャンペーンが良くなかった。同
業者同士の会話でも明るい話題がなく、今まで営業に
来ていない業者も加わり、商品の動きが良くない兆し
がある。
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□

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・７～８月は、繁忙期に入る。お中元シーズンでもあ
り、進物等の購入をする客が増えるが、例年の８月を
比較すると暑さが影響して若干足が遠のいている。来
店客数は減少したが、売上は前年と変わらない状況で
ある。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格は高止まりの状況にある。客の燃
料油購入状況をみると、満タン購入の客及び定量・定
額購入の客の割合は変化がなく、販売数量は前年並み
である。

□
観光ホテル（総
務）

販売量の動き ・熊本地震からの復興需要の力強さが薄れてきてい
る。

□
観光型ホテル
（専務）

お客様の様子 ・今年は暑さのため旅行を控えている状態である。秋
の予約状況は平年並みに動いている。

□
都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・８月の閑散期を迎え前年並みの売上ではあるが、２
～３年前よりは減少している。宿泊は訪日外国人、夏
休み等の影響で前年を大きく上回っている。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・レストランの予約状況も好調で、単価も安定してい
る。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・極端な暑さが続いた８月だが、夏休みのため催物や

観光客が減少することもなく、逆にタクシー利用者は
増えている。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・生活環境に動きがない時期で、代理店の販売件数も
例年鈍化する。年末までは同様のペースで進む。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・季節的には販売低迷期ではあるが、今月の売上は悪
くはない。

□
ゴルフ場（従業
員）

お客様の様子 ・販売方法や接客方法を変えたところ、僅かながら客
単価上昇の傾向はあるが、この上昇が引き続き継続的
に上昇していくかどうかは不透明である。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・今年の猛暑は、気象条件が悪く外出を避けている客
が多く、８月は売上を期待していたが、悪かった。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・酷暑もあり、美容業界は夏枯れの状態が続き客の動
きも少なくなっている。秋になると涼しくなり、
ファッションシーズンになるので回復する。

□
美容室（店長） 来客数の動き ・お盆前は、異常な暑さで客足は悪かったが、お盆が

過ぎて、来客数が増加した。今月の売上を平均すると
ほとんど変化がない。

□
設計事務所（所
長）

単価の動き ・材料単価や人件費は上昇しているが、仕事の対価は
上がらない。節約はしているが限度がある。

□
設計事務所（代
表）

お客様の様子 ・問合せが若干増えている。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・仲介業務で土地を紹介すると１年前より物件に対す
る客の反応は良い。現在、土地の価格が上昇しつつあ
るが、以前と比較すると金額もまだ低く土地取得に動
いている。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・今年の猛暑により消費者の外出が少なくなり、売上
が落ちているという話をよく聞く。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当地は災害が少ないが、余りの猛暑で７月から人通
りが少ない状態が続き、小売店はかなり厳しい状況で
ある。それに比べると飲食店は悪くはない状態であ
る。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・酷暑と台風で日中の来店客数が激減している。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・天候不良が大きく影響し、来店数の動きが非常に悪
く、販売量も減っている。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・猛暑はまだまだ続き来客数は伸びていない。例年で
あれば法事の返礼品の注文もあり売上も好調であるは
ずだが、天候の影響で注文も少なく、売上が減少して
いる。

▲

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・客数は前年並みを維持しているものの、客単価の減
少で売上は前年割れであった。猛暑の影響によりビヤ
ガーデン、水着等の季節商材の売行きも良くない状況
である。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・８月に入り消費が急激に後退している。お盆の動向
も例年より鈍い。

▲

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・ドラッグストア等競合店により来客数が減少してお
り、夏の猛暑で一層日中の来店客数が減少している。
また、平成30年７月豪雨の影響による飲料水の欠品の
発生、猛暑による野菜の高騰等、消費者にとって購入
しづらい環境となっている。
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▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年と比較して天候不順のため客足に大きな差が出
ている。雨の日は大きく客数が減少し、売上に大きな
影響が出ている。客も天候により外出しない生活環境
になっており、厳しい状況が続いている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・前年末から売上の減少が続いている。水害等による
客の購買意欲の減少もあるが、このことは天候以外に
も要因がある。

▲
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・今年は特に暑く、客の出足が鈍い。季節要因が大き
く響いている。

▲

衣料品専門店
（店員）

競争相手の様子 ・通常ならセール商品よりも定価商品を販売する時期
だが、猛暑のためか定価商品の売上が伸びない。他店
でも同様の様子で、完全にセール商品を引いた店舗は
かなり苦戦している。

▲
衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・猛暑や台風、豪雨で客が外出を控えるなど、天候に
左右された。今月の売上高は３か月前比、前年比共に
厳しい数字となっている。

▲
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・商店街の地盤沈下に加え、夏の酷暑や前年の県庁移
転の悪影響で、来客数の減少が著しい。

▲

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・天候不良が６～８月の来場数に大きく影響してい
る。ガソリンの値上がりも影響がある。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・確実に前年より集客数が減っている。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊施設数増加に伴う販売数が減少している。平成
30年７月豪雨の影響で、旅行計画変更や取消し等も多
い。当月の伸びも前年に比べて劣っている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・韓国方面は回復基調にあるが、東南アジア方面の不
振が続いている。国内では猛暑の影響で東京、京阪神
共にこの夏は伸び悩んでいる。

▲
旅行代理店（企
画）

お客様の様子 ・この先の申込みが伸び悩んでいる。

▲ タクシー運転手 それ以外 ・酷暑が消費行動にかなり影響を与えた。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・月初めのタクシー利用者が少なく、ここ数年の日中

利用者は最低であった。夜は週末だけがまずまずで
あったが、１か月間の売上は悪い。

▲
音楽教室（管理
担当）

来客数の動き ・今は来客数は見込めないが、秋からの募集に向けて
検討していく。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月の猛暑により、客の出足が鈍っており、特に高
齢層の客の来店頻度が低い。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月も猛暑が続き、暑さのために客は商店街に来る
回数が減っている。便利なスーパーマーケットやコン
ビニエンスストアで買物を済ませているのが現状であ
る。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街の来店客数は、猛暑や台風の影響で極端に減
少したため、売上にも影響が出て厳しい状況になって
いる。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・気候による来客数の減少が顕著にみられる。時間帯
来客数は、午前11時までと夕方６時以降に集中してい
る。

×

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・夏野菜の需要が下がるのは毎年の傾向であるが、予
想以上の気温の上昇、また台風到来が例年より早くそ
の数も多かったため、野菜産地が影響を受けた。それ
により野菜価格の高騰、販売量の低下につながり、か
なり厳しい夏を迎えている。

×
一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・仲卸は、鮮魚店や居酒屋、すし屋等、一般消費者を
客にしているが、客との会話では販売している魚が少
なく、鮮魚に対して購入意欲がない。

×
一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・３か月前と比較するとかなりの猛暑で、生花の売上
も減少した。お盆のお供えや開店のお祝い等の需要が
あり状況はまずまずである。

×

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・今月は天候要因がかなり影響して厳しい月であっ
た。大雨、台風、酷暑により大きく客足が減少した。
消費そのものに対する消費者の考え方が大きく変化し
ている状況である。

×
その他専門店
［書籍］（副店
長）

販売量の動き ・組合が発行している金券の使用期限が８月31日から
来年１月までに延長されたため、駆け込み需要がなく
なり売上に大きく響いている。
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×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・８月は企業がお盆休みに入るのでもともと営業日数
が少ないが、来客数は例年より減少した。法事の客が
入るようホームページで誘客したが反応が薄い。

◎
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・出荷量は例年よりも減っているが、単価は過去５年
間の平均と比べても２割ほど高く推移している。台風
の影響で出荷量が落ちていることも原因である。

○
金属製品製造業
（事業統括）

受注価格や販売
価格の動き

・競合他社も受注量が増加しており、建築設備機器業
界全般で生産が間に合わない状況である。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お盆の影響で受注及び引き合いに一時的な停滞がみ
られたが、徐々に回復してきている。例年の傾向であ
るが、今年はその影響は少ない。

○
電気機械器具製
造業（取締役）

受注量や販売量
の動き

・業種によっては引き続き受注状況が良好である。他
部署でも受注を対応中である。

○

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨等を踏まえた災害対策工事の発注
がかなり出てきた。入札の落札はできていないが、か
なり発注数が多くなっている。解体工事を順調に受注
している。

○

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・官公庁の発注工事は多くなり受注もできているが、
相変わらず受注業者の偏りは続いている。現在、作業
員が不足気味であり、今年中に外国人雇用も検討され
ている。公共工事の平準化が実施されなければ心配で
ある。

○

金融業（営業） 取引先の様子 ・製造業は元々高い水準での受注を維持してきたが、
ここにきて、工場の増設等の設備投資も見受けられ
る。まとまった工場用地があればすぐに買手が付く状
況である。また、人手不足から受注をためらってきた
企業が外国人労働者を受け入れる等の例も数件みられ
る。

○
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・客からの問合せや発注が増えてきている。

□

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・８月の販売状況は、お盆前需要で大きく伸びた。特
にスーパーマーケット関連は帰省客の需要と重なって
売上が好調であった。お盆明けは台風や大雨の影響も
あり若干落ち込んでいる。各メーカーは、月前半は供
給過剰であったが、後半は異常な暑さで生産量が伸び
ず供給量が減少し、メーカーからの引き合いが強く
なっている。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・商材に季節性があり、夏場の売行きは余り良くな
い。

□
家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・今月の売上指数は、平均値で推移している。売上は
前年とほぼ同額である。

□

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ユーザーの動きが非常に鈍い。その理由として、輸
出入への依存度が高いなか、外的要因による不安定要
素が多いためという説明をメーカーから受けた。しば
らくこの状態が続く。

□

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響がまだ残るものの、全体的
に受注量は変わらない。お盆休み中も通常より多く出
荷件数があったが、月総量としては例年どおりであ
る。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・百貨店では高額商品の売上が増加しているほか、酷
暑の影響でエアーコンディショナー等の家電販売が好
調に推移している。一方、住宅関連は高水準ながら、
若干頭打ち傾向にある。

□

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・猛暑が続き、一般消費者に関わる水や冷たい食べ物
等の小売業は売上を伸ばしているが、金融関係や屋外
作業関係の業種は、猛暑で生産効率が落ち、仕事が進
みにくい状況のため変わらない。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・全般的に景気好転に向けた明るい兆しは見受けられ
ない。天候不順の影響で客足が鈍化し、観光関連では
営業日数の縮小を行った企業もある。

□

金融業（調査担
当）

それ以外 ・融資残高の伸長率はプラスで推移しており、大手企
業はやや頭打ち、地方中小企業は直近月で上昇してい
る。また、融資利回りは競争激化に伴い、引き続き低
位で推移している。結果、地域取引先の資金需要は引
き続き一定の水準を堅持しており、３か月前と比べて
大きな変化はない。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

競争相手の様子 ・連絡会議における他社の報告を聞いていても、特に
活発な動きはない。

企業
動向
関連

(九州)
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□
経営コンサルタ
ント（社員）

取引先の様子 ・客数、客単価は以前と変わらない。

□

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

受注量や販売量
の動き

・売上、損益共に好調な企業が多い。当社では、一括
償却や保険等による税の繰延べニーズの相談が多い。
また、大阪北部地震による塀の倒壊や、公立小中学校
の教室のエアーコンディショナー未整備等、一括して
設備投資する際の資金運用相談も多く、省エネ化によ
る設備投資維持費削減提案の依頼もある。

▲
農林水産業（営
業）

受注量や販売量
の動き

・食品関連には生産・販売共に猛暑がかなり影響して
いる。

▲
繊維工業（営業
担当）

それ以外 ・求職者はあるが、募集しても応募者がない。65歳以
上の従業員が徐々に退職しており、最低賃金も上がる
ため、人数や賃金等募集方法を思案している。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先からの受注状況が若干低調になってきて
いる。

▲
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

受注価格や販売
価格の動き

・最近の大手の傾向として、有価物を高値で売却する
企業が多々みられる。多少は赤字覚悟で取引するが、
最近はその額が徐々に膨らんでいる。

▲

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響で配送手段がないため、本
州方面から入庫受入れが減少しており、倉庫が閑散と
した状況である。また、本州方面への配送に関しても
同様に厳しい状況が続いており、倉庫から商品が出庫
されず取扱いの低調さが続いている。

▲

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・全ての業種において、人手不足による賃金上昇や、
原油高の高騰による経費負担増加等の影響もあり、非
常に利益を生み出しにくい状況になっている。この状
況のなか、経営者の景気感は総じて悪い印象を受け
る。借入申込件数も少なく、前向きな状況は見受けら
れない。

▲
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・非常に暑い日が続いた８月は、人の動向が余りな
かったと聞くことが多い。日中は人がまばらで厳しい
状況であったため、この猛暑の影響は大きい。

×
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現在受注関係は最悪である。猛暑や豪雨が重なった
ことにより消費停滞になっている。受注は今後の見通
しが立たない状況である。

×

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

競争相手の様子 ・市町村がコンサルタントに発注する調査や計画策定
支援や設計等の委託業務について、今月は指名競争入
札が多く行われたが、発注量が少ないことから落札率
は60～65％、設計業務では40％台であった。予定価格
が通常の価格より低くても落札率は変わらず、業界と
して景気が悪い状況にある。

◎ － － －

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年比で常に増加しており、この傾向は今
後も続く。ただし、求人職種に大きな偏りがあり、好
況感を実感するまでには至っていない。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・前年比で引き続き110％の求人数となっている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・労働者派遣法の雇用安定措置の関係で雇用形態が切
り替わる動きはあるが、他の派遣自体の求人数は増加
していない。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・製造業でも、工場を新設し数百名の雇用を検討して
いる企業もあれば、海外との価格競争により事業撤退
を余儀なくされ、工場を閉鎖する企業もある。また、
お中元の求人もあるが、商品の注文数が前年と比較す
ると減少している状況である。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・中心市街地の人出も相変わらず多く、飲食店等も混
み合っている。郊外のショッピングセンターも大規模
なリニューアルオープン等があり、消費動向も活発な
状態が続いている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・７月からの連日の猛暑で、飲料水関連等の消費に伸
びがあった。一方この暑さにより、旅行やレジャー等
外出を控えていることも多い。秋以降も台風等の天候
不順で景気の大きな伸びは期待できない。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職申込者は、前年度を下回る月が続いていた
が、平成30年４月以降、前年度並みか若干上回るよう
になった。これは55歳以上の年齢層が、在職中に転職
先を探す求職者が増加したためで、若年求職者の減少
傾向は変わっていない。

雇用
関連

(九州)
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□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求人数は４～５月にかけて減少したものの、６
月には戻り４月とほぼ変わらない数字になっている。
一方、求職者数は４月以降、２か月連続で減少し、６
月の減少率は４月に比べると29.4％となった。この減
少率を前年同期と比較したところ、5.6％高くなって
おり、企業の人手不足感はより高まっている。企業の
人手不足には、利用者数の制限や採用が成立しないと
いうことも挙げられ、これらのことから景気が上向く
とは考えにくい。

□
職業安定所（職
業紹介）

求人数の動き ・求人数の増加がみられ、管内の有効求人倍率も高い
水準で推移している。

□

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2019年卒業生採用において、前月と比較すると１か
月に届く求人票の受理件数は若干多くなっている。特
に中小企業を中心として、企業の採用意欲は依然高い
が、内定辞退等の影響を受ける企業もあるため、採用
活動は活発である。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・８月は例年求人数が比較的少ない時期でもあるが、
一部の企業で人手不足感があるものの事務系の求人は
落ち着いている。

× － － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年度より増加している。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新規契約は少ないが既存の客の買換えが多くあり、
前年をクリアできている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・住宅展示場への来場客数が前月比101％と微増、し
かし、新規商談件数が前月比166％と増えている。

□
一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・実店舗の売上は落ちている。ネット店舗の方は前年
よりも伸びている。

□
スーパー（販売
企画）

来客数の動き ・今月は前年との旧盆の時期のずれにより販売数は
アップしているが、それでも客数はマイナスである。
時期を同条件に合わせてみても厳しい状況である。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今年は台風が多く、沖縄だけでなく県外にも影響が
出て、観光客が少ない印象を受ける。

□

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・３か月前と同様に稼働率において、前年同月実績と
比べ若干のマイナスがある。台風の直撃はなかったも
のの台風の発生回数が多く、直前での台風関連による
キャンセル等もある。

□
旅行代理店（マ
ネージャー）

それ以外 ・台風や大雨などの災害が続き、旅行のキャンセルが
かなりある。自然災害なので仕方がない。

□
その他サービス
［レンタカー］
（営業）

販売量の動き ・予約数は横ばい状態で、競合他社もおおむね同じ状
況である。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

販売量の動き ・戸建て住宅、民間アパート、公共の耐震工事などバ
ランスよく工事受注できている。

▲

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・食品を中心に前年から旧盆の前ズレによる７月への
売上移行で苦戦がみられる。食品以外に衣料品の低迷
も重なり伸び悩んでいる。一方、インバウンド売上は
前年を上回り、伸びは鈍化傾向にあるが、堅調な推移
となっている。

▲
その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

それ以外 ・台風の当たり年で入客にかなり影響があるのと、旧
盆が週末に重なり、週末の入客が落ちている。

▲

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・同業ホテルの状況を調べてみたところ、７月は前年
割れ、８月も前年割れしそうであると考えているとこ
ろが増えている。一番稼ぎ時の夏のお盆の時期でも、
稼働率が前年よりも下回り満室近くにならないとのこ
とである。はしかによる風評被害、台風、猛暑と外的
なマイナスが多い。

×

商店街（代表
者）

単価の動き ・近年、商店街では、大型店の影響もあってか客単価
がなかなか伸びずに落ちているという話をよく耳にす
る。零細企業であることから、客に対しての値引きと
かＰＲもしづらいような状況にあるとのことである。

家計
動向
関連

(沖縄)
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◎
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築住宅の契約棟数及び契約額が、大幅に増えてい
る。

○
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共及び民間工事向け出荷が前年比で増えている。

○
輸送業（経営企
画室）

受注量や販売量
の動き

・新聞報道にもあったように、台風も重なったことか
ら観光客の減少に伴い、物量も減少している。しか
し、あくまで一因ということにとどまっている。

□
食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・お中元商戦等の季節要因を除けば、実際の販売量か
らしてさほど伸びがみられない。

▲ － － －
× － － －
◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人数は引き続き多く、景気は良い状態が続いてい
る。

□

学校［専門学
校］（就職担
当）

周辺企業の様子 ・例年どおり、県外企業や県内大手企業の採用活動は
収束に向かいつつある。しかし、県内中小企業の採用
活動は年度末まで続くと予想される。中小企業の採用
活動、人材確保は年々厳しくなってきているようにみ
られる。

▲ － － －

×
求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・８月の週平均の求人件数は752件である。５月の週
平均の926件と比較すると、マイナス174件と大幅に減
少している。

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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